
　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0001

 A202100831

 2022/01/15

 (事故発生地)

岡山県

 2021-2820

エアコン（室外機） 　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、　○使用者は事故発生時に当該製品を使用していなかった。○当該製品の外観
は全体的に焼損しており、熱交換器部はアルミフィンが焼失していた。○当該製品と室内機を
接続する内外連絡線は断線していたが、溶融痕は認められなかった。○制御基板、ファンモー
ター等、その他の電気部品に出火の痕跡は認められなかった。○当該製品の室内機のマイコン
の履歴を確認したところ、異常を示すエラー履歴は記録されておらず、事故発生時の使用履歴
も認められなかった。●事故発生時の詳細な状況が不明のため事故原因の特定には至らなかっ
たが、当該製品に出火の痕跡は認められないことから、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2022/01/31)

( 火災 )

 A202200712

 2022/10/23

 (事故発生地)

東京都

 2022-2014

温水洗浄便座 　店舗で異臭がしたため確認すると、当
該製品を焼損する火災が発生していた。

　調査の結果、　○当該製品は、本体外郭、暖房便座及び蓋の中央部が焼損し、ノズルユニッ
トの樹脂部分が焼失していた。○側面の樹脂製外郭に破損箇所があり、内部の操作基板や外郭
内側に汚損及び液体の飛散した痕跡が認められた。○ノズルユニットの駆動モーター基板が焼
損し、銅箔パターンに溶融痕が認められた。○熱交換ユニット、便座ヒーター線、脱臭ユニッ
ト、電源コード等、その他の電気部品に出火の痕跡は認められなかった。○取扱説明書には、
「製品にひびや割れが入っている場合は電源プラグを抜き、吸水を止める。使い続けると火災
や感電等の原因となる。」旨、記載されている。●事故発生時の詳細な状況が不明のため事故
原因の特定には至らなかったが、当該製品は、内部に液体等が浸入した痕跡が認められたこと
から、液体等が基板に付着してトラッキング現象が生じ、出火したものと考えられ、製品に起
因しない事故と推定される。

(受付:2022/12/14)

( 火災 )

 A202200939

 2023/02/05

 (事故発生地)

千葉県

 2022-2439

電気洗濯乾燥機 　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、　○事故当日、使用者は当該製品を洗濯コース（乾燥運転なし）で運転中に外
出しており、事故発生時、事故現場は無人であった。○当該製品の樹脂製外郭は大部分が焼損
していたが、樹脂製の洗濯槽カバー、内蓋及び外槽の底部はほぼ残存していた。○基板、内部
配線、モーター等、その他の電気部品に出火の痕跡は認められなかった。○当該製品の近傍で
は電源スイッチが入った状態のハロゲンヒーターが転倒して焼損していた。●詳細な使用状況
が不明のため事故原因の特定には至らなかったが、当該製品に出火の痕跡は認められないこと
から、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/02/13)

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0002

 A202201015

 2023/02/23

 (事故発生地)

東京都

 2022-2562

充電器 　倉庫で当該製品にバッテリーを接続し
て充電中、当該製品を汚損し、周辺を焼
損する火災が発生した。（A202201014
と同一事故）

　調査の結果、○当該製品に焼損等の異常は認められず、充電用コネクター接続部にすすの付
着が認められた。○本体内部及び基板に焼損等の出火の痕跡は認められなかった。○当該製品
の充電機能に異常は認められず、正常に動作した。●当該製品に出火の痕跡が認められないこ
とから、当該製品で充電していたバッテリーからの出火により、当該製品を汚損したものと考
えられ、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/03/06)

( 火災 )

 A202201023

 2023/03/02

 (事故発生地)

兵庫県

 2022-2567

電気炊飯器 　当該製品を使用中、異臭がしたため確
認すると、当該製品を焼損し、周辺を溶
融する火災が発生していた。

　調査の結果、　○当該製品は、樹脂製の底板の一部に焼損が認められた。○焼損部直近のＩ
Ｈコイル接続端子に異常は認められなかった。○ＩＨコイル、電源コードリール、インバータ
ー基板、内部配線等の電気部品に出火の痕跡は認められなかった。○インバーター基板上の電
流ヒューズは、切れていなかった。○当該製品に水を入れて、通電試験を行ったところ、正常
に動作することが確認された。●事故発生時の詳細な状況が不明のため事故原因の特定には至
らなかったが、当該製品の電気部品に出火の痕跡は認められないことから、製品に起因しない
事故と推定される。

(受付:2023/03/08)

( 火災 )

 A202201037

 2023/03/01

 (事故発生地)

埼玉県

 2022-2591

エアコン（室外機） 　当該製品を使用中、異音がしたため確
認すると、当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生していた。

　調査の結果、　○当該製品は、樹脂製外郭が焼失し、アルミフィンの一部が溶融しており、
高圧側配管は当該製品から約５０ｃｍの部位で破裂していた。○制御基板の基材に穴空き、欠
損等はなく、ファンモーター、電源端子台、内部配線及び機械室の電気部品に出火の痕跡は認
められなかった。○制御基板の電流ヒューズは切れていなかった。●事故発生時の詳細な状況
が不明のため事故原因の特定には至らなかったが、当該製品に出火の痕跡は認められないこと
から、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/03/14)

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0003

 A202201079

 2023/02/25

 (事故発生地)

東京都

 2022-2648

照明器具 　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。（A202300329と同
一事故）

　調査の結果、○使用者が電源を入れた状態で当該製品を清掃中、当該製品から電球を外すた
めに、電球を外す方向に回したものの、ソケットから外れなかったため、引っ張って取り外し
たところ、「パチッ」という音とともに火花が出たとの申出内容であった。○当該製品のソケ
ット部に電球から外れた口金が残っており、すすが付着していたが、その他の部位に焼損等の
異常は認められなかった。○電球の本体樹脂製ケースには、口金とのカシメ部に、当該製品に
取り付ける方向への締め付けの際に生じる傷が認められた。○電球の口金内部の２本の電源線
は、電球を外す方向に捻れて絡まった状態で断線し、断線部に溶融痕が認められたが、電球の
内部基板に焼損等の異常は認められず、電源線の断線部からＡＣ１００Ｖを印加したところ、
電球は点灯した。○取扱説明書には、「手入れ及び電球交換の際は必ず電源を切る。感電、や
けどの原因となる。」旨、記載されている。●当該製品に出火の痕跡は認められず、当該製品
に接続していた電球を取り外す際に、電球の口金が電球本体から外れて、その後も電球本体を
回し続けたことで口金内部の電源線が捻れて損傷したため、短絡し出火したものと推定され、
製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/03/24)

( 火災 )

 A202201080

 2023/03/10

 (事故発生地)

兵庫県

 2022-2649

電気冷蔵庫 　作業場で当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、プレハブの作業場に設置されており、事故発生時、使用者は外
出していた。○当該製品は上段にある冷蔵室の焼損が最も著しく、断熱材等の樹脂部品は全て
焼失していた。○圧縮機、リレー部品、制御基板等の電気部品に出火の痕跡は認められなかっ
た。○電源コードは断線し、一部確認できなかったが、断線部に溶融痕は認められず、電源プ
ラグに出火の痕跡は認められなかった。●当該製品から出火した痕跡が認められないことから
、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/03/24)

( 火災 )

 A202201084

 2023/03/11

 (事故発生地)

東京都

 2022-2652

草刈機 　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、　○当該製品を使用して草刈り作業を約２時間実施後、エンジンをアイドリン
グ状態のまま、エンジンの排気口を膝丈ほどの草むら側に向けた状態で置き、その場を離れて
から約５分後に戻ったところ、当該製品及び周辺が燃えていた。○当該型式品の全開運転時の
排気ガス温度は２２５．７℃で、全開運転からアイドリング状態に減速して１分後の排気ガス
温度は１８４℃であり、いずれも自社基準を満たしていた。●当該製品は、作業を中断する際
にエンジンの排気口をアイドリング状態のまま草むら周辺に置いたため、周囲の草むらが排気
ガスによって発火し、火災に至ったものと推定される。　なお、取扱説明書には、｢作業の合
間に当該製品を置くときは、エンジンを停止する。｣、｢可燃物の近くにエンジンを置かない。
火災に至るおそれがある。｣旨、記載されている。

(受付:2023/03/24)

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0004

 A202201092

 2023/03/07

 (事故発生地)

群馬県

 2023-0009

発電機（携帯型） 　当該製品を使用中、一酸化炭素中毒で
１名が死亡、１名が重症、２名が軽症を
負った。

　調査の結果、　○当該製品は、屋外使用を前提とした、定格出力２３００Ｗのガソリンエン
ジン式の発電機であった。○事故発生時、当該製品はマンホールの底部に置かれ使用されてい
た。○当該製品に異常は認められず、当該製品を用いて再現実験を行ったところ、縦坑底部床
面から８０ｃｍの位置で運転開始後２２秒後に、厚生労働省のガイドラインで超過しないよう
定められている一酸化炭素濃度５０ｐｐｍを超え、７分１９秒後に５，９８９ｐｐｍに達した
。作業員が落下した縦坑の中間点では、２４秒後に５０ｐｐｍを超え、６分２４秒後に５，
１１１ｐｐｍに達した。○事故発生時、現場監督はマンホール外におり、一酸化炭素濃度計は
なかった。●当該製品に異常は認められず、換気が十分に行えないマンホール内で使用したた
め、排気ガスによりマンホール内の一酸化炭素濃度が上昇し、一酸化炭素中毒になったものと
推定される。　なお、本体及び取扱説明書には、「排気ガスによる中毒のおそれがあるので、
換気の悪い場所では使用しない。」旨、記載されている。

(受付:2023/03/27)

( 死亡 重傷 CO中毒 )

 A202201097

 2023/01/10

 (事故発生地)

神奈川県

 2023-0012

加湿器（スチーム式） 　当該製品のお湯を捨てようとしたとこ
ろ、お湯がかかり、火傷を負った。

　調査の結果、○使用者は、内部の湯を捨てようと当該製品の運転を停止して蓋を開けて、当
該製品を持ち運んでいる途中につまずき、手が滑って熱湯を足等にこぼして火傷を負った。○
当該製品の外郭に変形、破損等の異常は認められなかった。○本体底部の左右側面には、手掛
け用の取っ手が設けられていた。●使用者が当該製品内部の湯を捨てようと運転停止直後の本
体の蓋を開けて持ち運んだため、つまずいた拍子に内部から湯がこぼれて火傷を負ったものと
推定される。　なお、当該製品の本体及び取扱説明書には、「火傷のおそれがあるため、運転
中及び運転直後は蓋を開けたり持ち運ばない。」旨、記載されている。

(受付:2023/03/28)

( 重傷 )

 A202300003

 2023/03/22

 (事故発生地)

岐阜県

 2023-0046

電気掃除機（充電式、
モップ型）

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、モップ回転部とシャフトの付け根部分の樹脂製外郭が焼損し、
取り付けられていたバッテリーのリチウムイオン電池セルが露出していた。○焼損した付け根
部分は、充放電制御基板に焼損は認められなかったが、バッテリー内部で直列に接続された電
池セル２個のうち、１個の電池セルは焼損が著しく、封口体が外れて内部電極体が噴出してい
た。○充放電制御基板は、３個のトランジスター（ＦＥＴ）のうち、１個が短絡故障していた
。○グリップ部の電源スイッチ及びモップ回転部のモーターに出火の痕跡は認められなかった
。○充電に使用していた他社製ＡＣアダプターに焼損は認められなかったが、出力電圧は付属
の純正ＡＣアダプターの定格値の４倍以上であった。●当該製品に出力電圧の高い他社製ＡＣ
アダプターを接続して充電したため、充放電制御基板のトランジスターが故障し、リチウムイ
オン電池セルが過充電状態となり、異常発熱して出火に至ったものと推定される。　なお、取
扱説明書には、「付属のＡＣアダプターを必ず使用する。他のＡＣアダプターを接続すると火
災や故障の原因となる。」旨、記載されている。

(受付:2023/04/05)

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0005

 A202300012

 2023/03/11

 (事故発生地)

兵庫県

 2023-0060

エアコン（室外機） 　異音がしたため確認すると、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、　○当該製品は、外観が著しく焼損し、樹脂部は溶融、焼失しており、熱交換
器の放熱フィンに溶融が認められ、熱交換器パイプに破断が認められた。○制御基板、圧縮機
、リアクトル、ファンモーター等の電気部品に出火の痕跡は認められなかった。○内外連絡線
は当該製品の背面付近で速結端子により途中接続されており、速結端子の芯線の挿入部に溶融
が認められた。○当該製品は、使用者が前に住んでいた住居から移設されたものであるが、移
設時期及び作業に関する内容は不明であった。●当該製品は、移設の際に、内外連絡線が速結
端子で途中接続されたため、接続部が異常発熱し、出火したものと推定される。　なお、工事
説明書には、「ＶＶＦケーブルは中継器などを使って中継接続しない。」旨、記載されている
。

(受付:2023/04/06)

( 火災 )

 A202300031

 2023/02/17

 (事故発生地)

奈良県

 2023-0119

電気こんろ 　建物を全焼する火災が発生し、現場に
当該製品があった。

　調査の結果、 ○使用者が、米や具を入れた鍋を当該製品の上に置いてスイッチを入れてその
場を離れていたところ、発煙に気付いた。○当該製品のヒーター部、電源コード等の電気部品
に出火の痕跡は認められなかった。○鍋の大きさや鍋に対する具材の量など、事故発生時の詳
細な使用状況については不明であった。●事故発生時の詳細な使用状況が不明のため事故原因
の特定には至らなかったが、当該製品の電気部品に出火の痕跡が認められないことから、製品
に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/04/13)

( 火災 )

 A202300050

 2023/04/09

 (事故発生地)

東京都

 2023-0152

電気洗濯機 　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、　○当該製品は、風雨にさらされる屋外に設置されており、事故発生時、コン
セントに接続されていたが運転中ではなかった。○当該製品は全体的に焼損し、樹脂部分はほ
とんどが焼失していたが、焼損したパルセーター駆動モーター等の電気部品内部に溶融痕等の
異常は認められなかった。○回路基板、電源プラグ、電源コード等、その他の電気部品に出火
の痕跡は認められなかった。●事故発生時の詳細な状況が不明のため事故原因の特定には至ら
なかったが、当該製品に出火の痕跡は認められないことから、製品に起因しない事故と推定さ
れる。

(受付:2023/04/21)

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0006

 A202300060

 2023/04/11

 (事故発生地)

茨城県

 2023-0176

パワーコンディショナ
（太陽光発電システム
用）

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　調査の結果、　○当該製品は屋外用のパワーコンディショナであり、野立ての太陽光発電所
に設置されていた。○当該製品は、太陽光パネルからのケーブルが接続されている入力開閉器
端子台が著しく焼損しており、ケーブル先端の圧着端子部が溶融していた。○当該製品の回路
基板等、その他の電気部品に焼損は認められなかった。○現地に設置されていた当該製品以外
の同型式品１１台について、入力開閉器端子台とケーブル圧着端子のねじ止めが緩んでいたこ
とが確認された。○現地に設置されていた当該製品及び同型式品の入力開閉器端子台とケーブ
ル圧着端子とのねじ止め部は、締付トルクの管理がされていなかった。●当該製品の施工時に
おいて、入力開閉器端子台へ接続するケーブル圧着端子のねじ止めが緩んでいたため、接触不
良が生じて異常発熱し、出火したものと推定される。　なお、施工説明書には、「開閉器端子
台には締付トルク１．６～２．０Ｎ・ｍでねじを締める。ねじが緩むと接触不良による発煙、
発火のおそれがある。」旨、記載されている。

(受付:2023/04/26)

( 火災 )

 A202300069

 2023/04/23

 (事故発生地)

栃木県

 2023-0185

エアコン 　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、　○当該製品を新築住宅に取り付けた後の試運転中に当該製品背面側より出火
した。○当該製品の配管等を室外に引き出す配管穴、及びその近傍に焼損が認められた。○当
該製品内部の電気部品に短絡等出火の痕跡は認められず、電流ヒューズも切れていなかった。
○取付工事時に施工した内外連絡線等の被覆に一部焼損が認められたが、素線に溶融痕等出火
の痕跡は認められなかった。○事故発生場所は、高断熱高気密住宅であり、電気配線の設置完
了後に配管穴に発泡ウレタンを吹きつける工法であった。●事故発生時の詳細な状況が不明の
ため事故原因の特定には至らなかったが、当該製品に出火の痕跡は認められないことから、製
品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/04/28)

( 火災 )

 A202300083

 2023/04/26

 (事故発生地)

大阪府

 2023-0213

電気掃除機（充電式、
スティック型）

　事務所で当該製品に他社製のＡＣアダ
プターを接続して充電中、当該製品及び
周辺を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、充電開始から約４時間経過後にバッテリーが焼損した。○バッ
テリーの焼損は著しく、樹脂外郭、リチウムイオン電池セル及び制御基板の焼損が認められた
が、当該製品本体側に焼損等の異常は認められなかった。○当該製品に付属のＡＣアダプター
のＤＣ出力電圧２６Ｖ、電流０．８Ａに対し、事故発生時に使用されていた他社製ＡＣアダプ
ターのＤＣ出力は４２Ｖ、２Ａであった。○事故発生時に使用されていた他社製ＡＣアダプタ
ーは、付属ＡＣアダプターのＤＣプラグのサイズと同一であり、バッテリーのＤＣジャックに
接続可能であった。○同等品バッテリーを他社製ＡＣアダプターに相当する電圧と電流で充電
を行ったところ、充電制御機能は異常を示さず、正常電圧で充電停止したが、制御基板に実装
されたダイオードは著しく発熱した。●当該製品は、出力電圧電流の高い他社製ＡＣアダプタ
ーを接続して充電したため、バッテリーの制御基板に実装されたダイオードに高電流が流れて
異常発熱したことで、リチウムイオン電池セルが異常発熱し、出火したものと推定される。　
なお、取扱説明書には、「専用のＡＣアダプター以外は使用しない。火災の原因になる。」旨
が記載されており、バッテリー外郭両面にも「専用のＡＣアダプター以外で充電しない。」旨
の危険表示が記載されている。

(受付:2023/05/08)

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0007

 A202300084

 2023/03/06

 (事故発生地)

埼玉県

 2023-0214

電気温風機 　当該製品を焼損する火災が発生した。 　調査の結果、○使用者によると、過去に当該製品の電源コードが外れてしまった際に、本体
外郭を分解した上で、外れてしまった元々の電源コードを用いて修理したとの申出内容であっ
た。○当該製品は本体背面の電源コード貫通部を中心に、著しい焼損が認められた。○当該製
品の本体前外郭と後外郭を固定するねじ４本がなくなっており、本体の左右上側の外郭嵌合部
にこじ開けられた痕跡が認められた。○当該製品の内部の電源配線に断線及び溶融痕が認めら
れた。○電源プラグ及び電源コードは、事故発生後に使用者が紛失しており確認できなかった
。○取扱説明書には、「分解、修理改造は行わない。発火、異常動作の恐れがある。」旨、記
載されている。●詳細な状況が不明なことから事故原因の特定には至らなかったが、使用者が
当該製品を分解し内部の電源コードを修理したため、修理箇所で異常発熱し出火した可能性が
考えられ、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/05/08)

( 火災 )

 A202300085

 2023/04/25

 (事故発生地)

和歌山県

 2023-0215

パワーコンディショナ
（太陽光発電システム
用）

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、　○当該製品は電源入力部及び昇圧回路の電解コンデンサーが破裂し、電源入
力部のバリスターが破損していたが、機器内部に焼損は認められなかった。○当該製品のその
他の電子部品に出火の痕跡や破損の痕跡は認められなかった。○当該製品と接続されていた接
続箱は内部の開閉器４つのうち、中央２つの開閉器の樹脂が溶融し、それぞれの端子台が接触
していた。○接続箱内部に開閉器の中央付近まで水が溜まっていたような痕跡が認められた。
○太陽電池モジュールと接続箱をつなぐ配線用配管に上向きの穴があったが密閉されておらず
、接続箱直前のＵ字の配管の箇所に水抜きの穴がなかった。●当該製品は、太陽電池モジュー
ルからの配線用配管に水浸入防止の処理及び水抜きの処理がされていなかったことで接続箱内
に水が溜まり、隣接する開閉器の異極間が短絡して過電圧が発生し、当該製品のコンデンサー
が破損したものと推定される。

(受付:2023/05/08)

( 火災 )

 A202300093

 2023/03/29

 (事故発生地)

山梨県

 2023-0220

電気温風機（セラミッ
クファンヒーター）

　当該製品を使用中、左手に低温火傷を
負った。

　調査の結果、○使用者は当該製品の動作設定を「静音（６００Ｗ）」、「首振り」の設定で
３０分使用していたところ、左の手首から肘にかけて低温火傷を負った。○事故発生時の当該
製品と使用者との位置関係については不明であった。○当該製品の外郭に熱変色等はなく、吸
気口に閉塞は認められなかった。○当該製品を「静音」、「首振り」モードで動作させたとこ
ろ、ヒーター温度、出力に異常はなく正常に動作していた。○同等品による再現試験の結果、
「静音（６００Ｗ）」、「首振り」モードによる動作において、吹き出し口から１０ｃｍの位
置では温度が約４６℃であり、６ｃｍの位置では約５７℃であった。○取扱説明書には、「長
時間同じ部位に温風を当てない。火傷の原因になる。」旨、記載されている。●事故発生時の
詳細な状況が不明のため事故原因の特定には至らなかったが、当該製品に異常は認められない
ことから、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/05/09)

( 重傷 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0008

 A202300111

 2023/04/29

 (事故発生地)

神奈川県

 2023-0257

エアコン（室外機） 　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、　○当該製品の外観は右側部分から中央部にかけて焼損していた。○インバー
ター基板に焼損等の出火の痕跡は認められず、基板上の電流ヒューズは切れていなかった。○
内外連絡線に断線等の出火の痕跡は認められなかった。○その他の内部の電気部品に出火の痕
跡は認められなかった。○事故発生時、当該製品は停止中であった。●事故発生時の詳細な状
況が不明のため事故原因の特定には至らなかったが、当該製品に出火の痕跡は認められないこ
とから、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/05/12)

( 火災 )

 A202300113

 2023/04/14

 (事故発生地)

神奈川県

 2023-0258

照明器具 　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。（
A202300129と同一事故）

　調査の結果、　○事故発生時、当該製品は天井からつり下げられた状態であり、シェードの
一部が焼損して、当該製品に取り付けていた３０Ｗ及び４０Ｗの２つの蛍光ランプのうち４０
Ｗ蛍光ランプとともに床に落下していた。○当該製品に取り付けていた４０Ｗ蛍光ランプは、
片側のフィラメントが断線し、口金付近のガラス管及びステムガラスに溶融が認められたが、
電子放射物質であるエミッターの状態については確認できなかった。○当該製品の４０Ｗ蛍光
ランプの安定器は絶縁樹脂に炭化が認められたが、コイルの巻線に溶融痕は認められなかった
。○点灯管はグロー式のものから電子式のものに交換されていたが、不具合の有無は確認でき
なかった。○当該製品の安定器とスイッチの間の内部配線に断線及び溶融痕が認められたが、
断線及び溶融痕の箇所より負荷側である蛍光ランプのステムガラスに溶融が認められたことか
ら二次痕と判断される。●事故原因の特定には至らなかったが、当該製品に出火の痕跡が認め
られないことから、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/05/12)

( 火災 )

 A202300144

 2023/05/09

 (事故発生地)

新潟県

 2023-0313

除湿機 　工場で当該製品を使用中、異臭がした
ため確認すると、当該製品及び周辺を焼
損する火災が発生していた。

　調査の結果、　○当該製品は金属加工工場で、加工済みの金属部品がさびないようにするた
めに使用されており、事故現場では鉱物油系の防せい油を使用していた。○デシカントロータ
ーの吸着物を確認したところ防せい油由来と考えられる成分が検出された。○当該製品の電気
部品に出火の痕跡は認められなかった。●当該製品が置かれていた場所で使用されていた防せ
い油の成分が、デシカントローターに蓄積し、ヒーターから受ける熱により発火したものと推
定される。　なお、取扱説明書では「引火性、可燃性のもののそばや油煙の舞う場所で使用し
ない」旨、注意表記されている。

(受付:2023/05/22)

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0009

 A202300153

 2023/03/08

 (事故発生地)

東京都

 2023-0339

パソコン（マザーボー
ド）

　パソコンの電源を入れたところ、当該
製品及び周辺を焼損する火災が発生した
。

　調査の結果、○当該製品は、使用者が友人から購入した自作パソコンに取り付けられていた
。○当該製品は、拡張カードの差込端子台の片側端部が焼損し、装着されていた拡張カードの
端子部分も焼損していた。○焼損した差込端子台の端子部は、拡張カードへの給電部であった
。○焼損した差込端子台以外に異常は認められなかった。○当該製品に液体等の異物が付着し
た痕跡は認められなかったが、拡張カードの取付け状態は、確認できなかった。●詳細な使用
状況等が不明のため事故原因の特定には至らなかったが、当該製品は、装着した拡張カードに
取付不良があったため、差込接続部で接触不良が生じて異常発熱し、焼損した可能性が考えら
れ、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/05/25)

( 火災 )

 A202300178

 2023/04/12

 (事故発生地)

山梨県

 2023-0376

エンジンポンプ 　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、○使用者は、事故発生前に当該製品を２度使用後、ガソリンを補給した。その
後、燃料ホースからガソリンが漏えいしていたが、再度、エンジンを始動させたところ、キャ
ブレーター付近から出火した。○当該製品のエンジン本体及び燃料ホースにすすが付着してお
り、燃料タンクの上部及び燃料ホースの先端は焼失していた。○当該製品のエンジンのロッカ
ーアーム及びキャブレーター内部に焼損は認められなかった。●使用者が、当該製品からガソ
リンが漏えいしていることを認識しながらもそのままの状態でエンジンを始動させたことで、
エンジン付近に付着していたガソリンに引火し、出火したものと推定される。　なお、取扱説
明書には、「こぼれた燃料は拭き取る。」、「燃料漏れのある場合は作業をしない。」旨、記
載されている。

(受付:2023/06/01)

( 火災 )

 A202300190

 2023/03/24

 (事故発生地)

東京都

 2023-0396

ヘアアイロン 　当該製品を使用中、当該製品が左腕に
接触し、火傷を負った。

　調査の結果、○使用者によると、当該製品のクリップの挟む力が弱いことを認識していたが
、継続して使用していたとの申出内容であった。○当該型式品は発熱体とクリップとの間に髪
を挟んで調髪する製品で、クリップノブを押すことでクリップが開き、クリップノブから手を
離すとばねの力でクリップが閉じる仕様で、製品の性質上、発熱体が露出する構造であった。
○当該製品のクリップの挟む力は、標準品である同等品と比較して弱かったが、事業者の社内
基準の範囲内であり、外観にも異常は認められず、正常に通電動作した。●使用者が当該製品
を使用中、誤って当該製品の発熱体が左腕に接触し、火傷を負ったものと推定される。　なお
、取扱説明書及び本体表示には、「使用中及び使用直後の高温部に触れない。」、「火傷のお
それがある。」旨、記載されている。

(受付:2023/06/06)

( 重傷 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0010

 A202300193

 2023/05/23

 (事故発生地)

東京都

 2023-0399

電気衣類乾燥機 　当該製品を使用後、異臭がしたため確
認すると、当該製品内部を焼損する火災
が発生していた。

　調査の結果、　○当該製品は乾燥ドラム内部と乾燥させていた衣類のみ焼損していた。○当
該製品外観に焼損は認められず、内部の電気部品に焼損等の異常は認められなかった。○当該
製品で乾燥させていた衣類から不飽和脂肪酸が検出された。●当該製品で不飽和脂肪酸が付着
した衣類を乾燥させたため、不飽和脂肪酸が酸化熱により自然発火し、出火したものと推定さ
れる。　なお、本体及び取扱説明書には、「油が付着した洗濯物を乾燥させない。洗濯後でも
油が残り、油の酸化熱による自然発火や引火のおそれがある。」旨、記載されている。

(受付:2023/06/07)

( 火災 )

 A202300201

 2023/05/14

 (事故発生地)

東京都

 2023-0409

サーキュレーター 　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、　○事故発生時、当該製品の電源プラグはコンセントに接続されていたが使用
されておらず、周辺には他の電気製品が設置されていた。○当該製品は焼損が著しく、樹脂製
外郭が焼失していた。○ロータリースイッチ、ファンモーター等、その他の電気部品に出火の
痕跡は認められなかった。○当該製品周辺に設置されていた電気製品の詳細は不明であった。
●事故発生時の詳細な状況が不明のため事故原因の特定には至らなかったが、当該製品に出火
の痕跡は認められないことから、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/06/09)

( 火災 )

 A202300206

 2023/06/03

 (事故発生地)

京都府

 2023-0414

エアコン 　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品は事故発生時、運転していなかった。○当該製品は著しく焼損して
いたが、制御基板、ファンモーター等の電気部品に出火の痕跡は認められなかった。○電源コ
ードは電源プラグ付近で断線し、断線部に溶融痕が認められたが、通常の使用において外力が
加わる位置ではなかった。○内部配線、電源プラグに出火の痕跡は認められなかった。●事故
発生時の詳細な状況が不明のため事故原因の特定には至らなかったが、当該製品に出火の痕跡
は認められないことから、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/06/09)

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0011

 A202300216

 2023/05/05

 (事故発生地)

滋賀県

 2023-0443

電動工具（ドライバー
、充電式）

　作業場の車両内でバッテリーを装着し
た当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。（A202300643と同一事故）

　調査の結果、○自動車内の助手席付近に、当該製品を含めバッテリーが取り付けられた電動
工具が２台、バッテリーが取り付けられた充電器及びバッテリー単体が確認された。○当該製
品は全体的に焼損しており、ハンドル部分の樹脂が焼失していた。○コントロール基板上の電
解コンデンサーが開弁し、直下の樹脂製基板ケースに穴あきが認められたが、基板ケースに近
接していた樹脂製端子台及び接続された内部配線に局所的な焼損及び断線等の異常は認められ
なかった。○バッテリーとの接続端子部に溶融等の異常は認められなかった。○当該製品に取
り付けられていたバッテリーに出火の痕跡は認められなかった。○同一車両内で確認された別
のバッテリーにおいて、リチウムイオン電池セルの一部に熱暴走した痕跡が確認された。○そ
の他の電動工具、充電器及びバッテリーに出火の痕跡は認められなかった。●事故発生時の詳
細な状況が不明のため事故原因の特定には至らなかったが、当該製品に出火の痕跡は認められ
ないことから、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/06/15)

( 火災 )

 A202300218

 2023/05/14

 (事故発生地)

神奈川県

 2023-0445

携帯電話機（スマート
フォン）

　店舗で当該製品を焼損する火災が発生
した。

　調査の結果、○当該製品内蔵のバッテリーを交換する際に、修理事業者の技術者がケース内
にねじを落としてしまい、ピンセットでねじを取り除こうとした際、バッテリーが発熱し、出
火した。 ○バッテリーの交換作業をしていた修理事業者は、輸入事業者のトレーニングを受け
た技術者が作業する正規サービスプロバイダ店であるが、輸入事業者以外の事業者が運営して
いる修理拠点である。 ○バッテリーのリチウムイオン電池セルは、全体が焼損し、アルミラミ
ネートフィルム外装の端部が一部破損して穴が空いていた。 ○外装が損傷した部位の付近で電
池セルの電極体が損傷していた。●当該製品は、輸入事業者の正規サービスプロバイダ店の技
術者がバッテリーを交換する際に、リチウムイオン電池セルを誤って損傷させたため、内部短
絡が生じて異常発熱し、出火に至ったものと推定される。

(受付:2023/06/15)

( 火災 )

 A202300221

 2023/02/00

 (事故発生地)

千葉県

 2023-0448

エアコン 　当該製品を使用中、当該製品の電源プ
ラグを汚損し、周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、　○当該製品本体に焼損は認められず、プラグを含む電源コードの一部にすす
が付着していた。○エアコン専用コンセント上部の配線口出し部及び壁に固定されていた屋内
配線が焼損していた。○当該製品は、プラグを含む電源コード、コンセント、屋内配線及びブ
レーカーを交換したところ正常に動作し、使用者により継続使用されている。●当該製品に出
火の痕跡は認められず、接続していたエアコン専用コンセントからの出火による火災であり、
製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/06/16)

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0012

 A202300226

 2023/05/19

 (事故発生地)

滋賀県

 2023-0477

ＬＥＤランプ（直管形
）

　店舗の駐車場で当該製品及び周辺を焼
損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は店舗駐車場で屋外看板の照明として設置されていた。○当該製品
は電源基板の焼損が著しく、電源入力端子付近のパターンが一部焼失していたが、電源基板の
その他の電子部品に出火の痕跡は認められなかった。○当該製品の焼損していない側の端子に
さびが認められた。○当該製品は屋内用であり、屋外に設置されていた看板は雨水が入るよう
な隙間が空いていたが、取付けの際に電気工事業者等を介したのかは不明であった。●屋内用
の当該製品を屋外の看板に使用したことで雨水等の水分が浸入し、電源入力部付近でトラッキ
ング現象が発生して出火したものと考えられ、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/06/19)

( 火災 )

 A202300229

 2023/06/13

 (事故発生地)

石川県

 2023-0441

パワーコンディショナ
（太陽光発電システム
用）

　当該製品から発煙し、周辺を汚損する
火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は外観上、外郭部天面のすすの付着以外に異常は認められなかった
。○当該製品の内部は、主回路基板の一部が著しく焼損していた。○基板は、銅箔パターン部
分の一部が焼け抜けており、周辺のフィルムコンデンサーとコイルに焼損が認められた。○外
郭底面と内部部品に水分が付着した痕跡が認められ、内部全体にほこり等の付着、堆積が認め
られた。○その他の基板、配線等の電気部品に出火の痕跡は認められなかった。○当該製品は
、脱衣所に設置された状態で約２３年使用されていた。●当該製品は、高温多湿環境に設置さ
れたため内部に湿気が浸入し、基板上でトラッキング現象が生じて焼損したものと推定される
。

(受付:2023/06/20)

( 火災 )

 A202300249

 2023/00/00

 (事故発生地)

神奈川県

 2023-0510

ノートパソコン 　学校で当該製品を溶融する火災が発生
した。

　調査の結果、　○小学校で学習用のノートパソコンを配布する際、外観を点検したところ、
当該製品のＵＳＢコネクター部に溶融が認められた。○当該製品左側面のＡＣアダプターを接
続するＵＳＢコネクター部周辺が溶融していたが、その他の箇所に焼損、変形等の異常は認め
られなかった。○ＵＳＢコネクター部は、電源ピンに溶融及び腐食が認められ、コネクター部
の金属製外郭に付着していた異物を分析した結果しょう油の成分と考えられた。○内部の電気
部品及びＡＣアダプターに出火の痕跡は認められなかった。○取扱説明書には、「水が掛かる
場所で使用したり、水にぬらすなどして使用した場合、出火の可能性がある。」旨、記載され
ている。●事故発生時の詳細な状況が不明のため事故原因の特定には至らなかったが、当該製
品のＵＳＢコネクター内部に導電性異物が浸入したため、トラッキング現象が生じて異常発熱
し、溶融したものと考えられ、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/06/23)

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0013

 A202300250

 2023/06/05

 (事故発生地)

山梨県

 2023-0511

扇風機 　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生し、１名が死亡した。

　調査の結果、○当該製品は樹脂製のモーターカバー及び支柱が焼損していたが、スイッチ、
タイマーが設置されていた台座部分に焼損は認められなかった。○電源コードは電源プラグか
ら約３０ｃｍの位置で断線しており、断線部には溶融痕が認められたが、通常の使用において
外力が加わる位置ではなかった。○電源コードが接触していた床板に著しい焼損は認められな
かった。○電源プラグ及び本体内部の電気部品に出火の痕跡は認められなかった。●事故発生
時の詳細な状況が不明のため事故原因の特定には至らなかったが、当該製品本体に出火の痕跡
は認められず、電源コード中間部の溶融痕箇所は、通常の使用において外力が加わる位置では
ないことから、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/06/23)

( 火災 死亡 )

 A202300253

 2023/06/03

 (事故発生地)

愛知県

 2023-0513

エンジンポンプ 　物置で当該製品を始動させたところ、
当該製品及び周辺を焼損する火災が発生
した。

　調査の結果、○使用者が当該製品にガソリンを給油した際にガソリンがこぼれたが、そのま
まリコイルスターターのひもを引いたところ、こぼれたガソリンから出火した。○当該製品は
、エンジン部分が焼損し、上部の樹脂製燃料タンクが焼失していたが、ポンプ部分に焼損は認
められなかった。○エンジンは、吸気フィルター、ゴム製給油管及び給油フィルターが焼失し
ていたが、点火装置に出火の痕跡はなく、キャブレター及びエンジン内部に異常は認められな
かった。●使用者が当該製品にガソリンを給油する際にガソリンをこぼしたが、そのまま放置
したため、エンジン始動時に、こぼれたガソリンから出火し、当該製品が焼損したものと推定
される。　なお、取扱説明書には、「燃料がこぼれたら、きれいに拭き取ってから始動する。
引火することがある。」旨、記載されている。

(受付:2023/06/23)

( 火災 )

 A202300265

 2023/06/07

 (事故発生地)

大阪府

 2023-0537

充電器（電気シェーバ
ー用）

　他社製の電気シェーバーを当該製品で
充電中、周辺を焼損する火災が発生した
。

　調査の結果、○当該製品に焼損等の異常は認められず、出力電圧にも異常は認められなかっ
た。○他社製電気シェーバー内蔵のリチウムイオン電池セルが焼損していた。○当該製品の充
電コネクター部の形状は、他社製電気シェーバーの充電コネクター部の形状と類似していた。
○他社製電気シェーバーの充電電圧は５Ｖに対し、当該製品の定格出力電圧は１５Ｖであった
。○取扱説明書には、「付属の専用アダプターで他の商品を充電しない。」旨、記載されてい
る。●当該製品に焼損等の異常は認められず、出力電圧にも異常は認められなかったことから
、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/06/29)

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0014

 A202300274

 2023/06/08

 (事故発生地)

和歌山県

 2023-0552

食器洗い乾燥機 　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品の焼損は著しく、外郭樹脂の大部分が焼失していた。○電源基板、
ヒーター、ファンモーター等の電気部品に出火の痕跡は認められなかった。○庫内は、全体的
に焼損して樹脂部品が溶融固着しており、ヒーター直上の鋼板に多量のすすが付着していた。
○当該製品で樹脂製の箸、スプーン等を乾燥していたとの申出内容であった。●事故発生時の
詳細な状況が不明のため事故原因の特定には至らなかったが、当該製品の電気部品に出火の痕
跡は認められないことから、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/07/03)

( 火災 )

 A202300279

 2023/06/23

 (事故発生地)

東京都

 2023-0557

除湿乾燥機 　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、本体背面の電源コード引き出し部から上方にかけて焼損し、電
源コードが本体側のプロテクター部付近で断線していた。○使用者によると、事故発生日の約
１年半前に電源コードが本体側のプロテクター付近で断線してしまったため、使用者自身で断
線部をつなぎ合わせる修理を行ったとの申出内容であった。○電源コードは同等品と比較して
約１５ｃｍ短く、断線部に溶融痕が認められた。○電源基板、ファンモーター、ヒーター及び
その他電気部品に出火の痕跡は認められなかった。●当該製品は、使用者が断線していた電源
コードをつなぎ直す修理を行って使用していたため、修理された部分で異常発熱し、出火に至
ったものと推定される。 なお、取扱説明書には、「分解や修理、改造をしない。火災の原因に
なる。」旨、記載されている。

(受付:2023/07/04)

( 火災 )

 A202300284

 2023/06/20

 (事故発生地)

三重県

 2023-0561

ＩＨ調理器 　当該製品で鍋に入れた油を加熱中、異
音がしたため確認すると、鍋から発火し
、周辺を焼損する火災が発生していた。

　調査の結果、○使用者は、油が約８００ｇ入った鍋を当該製品の左ヒーターに置き、揚げ物
モードの設定温度１６０℃で加熱を行い、その場を離れていたとの申出内容であった。○鍋の
下には、市販の汚れ防止シートが敷かれていたが、事故発生後に廃棄されていた。○当該製品
は、外観に焼損等の異常は認められず、通電をすると使用可能な状態であった。○当該製品の
左ヒーターで当該製品の使用可能な最低量の油２００ｇを入れた鍋を揚げ物モードで加熱する
試験を実施した結果、温度制御に異常は認められなかった。○汚れ防止シートの同等品を左ヒ
ーターに敷き、油２００ｇを入れた鍋を揚げ物モードの設定温度１６０℃で加熱した結果、油
の最高温度は僅かに上昇したが、油が発火に至ることはなかった。●事故発生時の詳細な使用
状況が不明のため事故原因の特定には至らなかったが、当該製品の温度制御に異常は認められ
ないことから、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/07/05)

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0015

 A202300288

 2023/06/26

 (事故発生地)

東京都

 2023-0571

ノートパソコン 　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品外観は、天板やキーボード面に多数の打痕が認められ、ポインティ
ングデバイス部分が焼損し、底面は内蔵バッテリー格納部近傍が焼損し穴が空いていた。○内
部は、ポインティングデバイス直下に位置する内蔵バッテリーのリチウムイオン電池セルが焼
損していたが、他の部分に焼損等の異常は認められなかった。○使用者の家人が当該製品を含
む家電製品を金属製ハンマーでたたいていたとのこと。●当該製品に外力が加わったことによ
り、内蔵バッテリーのリチウムイオン電池セルが破損し出火したものと考えられ、製品に起因
しない事故と推定される。

(受付:2023/07/06)

( 火災 )

 A202300305

 2023/06/16

 (事故発生地)

福岡県

 2023-0595

リチウム電池内蔵充電
器

　当該製品を充電中、当該製品から発煙
する火災が発生した。

　調査の結果、○使用者は、当該製品から発煙しているところを消火しようとしたが消火でき
ず、周辺の壁、床及び当該製品の周辺を焼損したとの申出内容であった。○当該製品の樹脂製
外郭ケースに溶融、焼損等の異常は認められなかった。○外郭ケースの嵌合部が一部開いてお
り、内蔵のリチウムポリマー電池セルが膨張した痕跡が認められたが、電池セルに破裂や焼損
等の異常は認められなかった。○ケース内面や制御基板に焼損等の異常は認められなかった。
●事故発生時の詳細な状況が不明のため事故原因の特定には至らなかったが、当該製品に出火
の痕跡は認められないことから、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/07/12)

( 火災 )

 A202300315

 2023/06/28

 (事故発生地)

新潟県

 2023-0627

パワーコンディショナ
（太陽光発電システム
用）

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　調査の結果、○当該製品は外観上、金属製外郭の天面通気口にすすの付着が認められた。○
直流フィルター基板が焼損し、基板裏から焼損した小動物（ムカデ）が見つかった。○インバ
ーター基板等、その他の電気部品に出火の痕跡は認められなかった。○当該製品が設置された
後、当該製品背面の配線口に蓄電システムへの配線が増設されており、配線口を埋めたパテに
すき間が認められた。●当該製品は、配線口に生じたすき間から小動物が侵入して基板上の異
極端子と接触した結果、短絡が発生して基板が焼損したものと考えられ、製品に起因しない事
故と推定される。

(受付:2023/07/13)

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0016

 A202300319

 2023/06/17

 (事故発生地)

京都府

 2023-0631

コンセント付洗面化粧
台

　当該製品及び周辺を溶融する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品は、定格（３６Ｗ）とは異なる９０Ｗの白熱電球が取り付けられて
おり、照明部分と周辺の樹脂製部品が焼損していた。○当該製品の電源コード、内部配線、コ
ンセント、照明用スイッチ、照明用ソケットに焼損は認められなかった。○ソケット内に、す
すの付着や端子金具の変色は認められなかった。○当該製品の樹脂製照明カバーは上下が空い
ており、ランプの熱を放熱する構造となっていた。○取扱説明書及び本体表示には、「指定の
ランプと交換する。過熱して火災になるおそれがある。」旨、記載されている。●事故発生時
の詳細な状況が不明のため事故原因の特定には至らなかったが、当該製品の電気部品に出火の
痕跡が認められないことから、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/07/13)

( 火災 )

 A202300326

 2023/07/09

 (事故発生地)

東京都

 2023-0623

ヘアドライヤー 　運動施設で当該製品を使用中、当該製
品の電源コード部から発火する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品を使用中、電源コードの本体側コードプロテクター部から火花が出
た。○当該製品の本体外観に焼損は認められなかった。○本体側電源コードプロテクターの一
部が切れ、コード被覆に溶融及びすすの付着が認められたが、電源プラグ等、その他の部分に
焼損は認められなかった。○当該製品が設置されていた運動施設の更衣室では、設置のドライ
ヤーは通常１年程度で故障していたため、故障の都度に交換されていた。○取扱説明書には「
多数の人が共同で使う場所に設置する場合は日常的に点検等の管理を行う。」旨、記載されて
いる。●当該製品は、不特定多数の利用者に使用される状況であったことから、電源コード本
体側コードプロテクター部分で屈曲が繰り返され、電源コードの芯線が半断線状態となり、異
常発熱して焼損したものと考えられ、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/07/14)

( 火災 )

 A202300355

 2023/07/13

 (事故発生地)

山口県

 2023-0677

ＩＨ調理器 　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○使用者は、揚げものモードを使用せず、少量の油（約３００ｍｌ）を入れて
揚げ物調理を行い、更に調理中にその場を離れたとの申出内容であった。○使用していた鍋は
鍋底に変形が認められた。○当該製品の電気部品に焼損は認められなかった。○当該製品の鍋
用温度センサーの動作に、異常は認められなかった。●当該製品に異常は認められないことか
ら、使用者が揚げものモードを使用せずに鍋底の変形した鍋を使用して少量の油で揚げ物調理
中にその場を離れたため、油が過熱されて発火し、出火したものと推定される。　なお、取扱
説明書及び本体表示には、「火災の原因になるため、揚げ物調理中はそばを離れない。揚げも
のモードを使用する。油は５００ｇ（５５０ｍｌ）未満では調理しない。鍋底が変形した物は
使わない。」旨、記載されている。

(受付:2023/07/26)

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0017

 A202300359

 2023/07/08

 (事故発生地)

兵庫県

 2023-0680

エアコン（室外機） 　店舗で当該製品を取り外していたとこ
ろ、当該製品が破裂する火災が発生し、
２名が軽傷を負った。

　調査の結果、○点検業者が当該製品のポンプダウン作業時に運転した状態で配管を外したと
ころ、当該製品が破裂した。○ポンプダウン作業時に圧力計は使用していなかった。○当該製
品の外観は内側から外側へ大きく変形していた。○圧縮機は内側から破裂し、内部部品が飛び
出していた。○吐出側バルブである二方弁と吸入側バルブである三方弁は全閉であった。○そ
の他の電気部品に出火の痕跡は認められなかった。○取扱説明書には、「ポンプダウン作業で
は、三方弁に圧力計を接続し、冷媒圧力を測定できるようにする。冷媒配管を外す前に圧縮機
を停止する。空気などを吸引し、冷凍サイクル内が異常高圧になり、破裂・ケガなどの原因に
なる。」旨、記載されている。●事故発生時の詳細な状況が不明のため事故原因の特定には至
らなかったが、当該製品の圧縮機内部に空気が混入して、圧縮機内部が異常高温、高圧状態と
なり、破裂したものと考えられ、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/07/26)

( 火災 )

 A202300363

 2023/07/17

 (事故発生地)

神奈川県

 2023-0689

エアコン（室外機） 　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○事故発生時、使用者は不在で、当該製品は運転中ではなかった。○当該製品
外観は、全体が焼損し樹脂部品は焼失しており、右側面の閉鎖弁周辺の焼損が著しかった。○
回路基板、圧縮機、ファンモーター等の電気部品に出火の痕跡は認められなかった。○内外連
絡線に溶融痕等、出火の痕跡は認められなかった。●事故発生時の詳細な状況が不明のため事
故原因の特定には至らなかったが、当該製品の電気部品に出火の痕跡が認められないことから
、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/07/27)

( 火災 )

 A202300382

 2023/07/22

 (事故発生地)

東京都

 2023-0720

エアコン（室外機） 　当該製品を使用中、異音がしたため確
認すると、当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生していた。

　調査の結果、○当該製品の外郭は、前面左側に焼損が認められた。○当該製品の背面側には
木板が立てかけられており焼損していた。○ファンモーター、基板、端子台等の電気部品に焼
損は認められなかった。○内外連絡線に焼損は認められなかった。●当該製品の電気部品に出
火の痕跡は認められないことから、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/08/02)

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0018

 A202300398

 2023/06/22

 (事故発生地)

大阪府

 2023-0737

水槽用ウォータークー
ラー

　異音がしたため確認すると、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生していた
。

　調査の結果、○当該製品は、淡水魚の水槽を載せたキャビネット内に他の水槽用装置と収納
され、６口延長コードに接続して使用されていた。○当該製品は、樹脂製外郭の一部が焼失し
ていたが、圧縮機等の電気部品、電気配線に出火の痕跡は認められなかった。○当該製品の周
辺に設置されていた他の水槽用装置に、出火の痕跡は認められなかった。●事故発生時の詳細
な状況が不明のため事故原因の特定には至らなかったが、当該製品に出火の痕跡は認められな
いことから、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/08/04)

( 火災 )

 A202300418

 2023/08/03

 (事故発生地)

福井県

 2023-0775

電気ポンプ（井戸用） 　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品の外観は、モーター周辺に焼損が認められた。○当該製品のモータ
ー巻線に焼損等の異常は認められず、ローター及びシャフトに変形や破損は認められなかった
。○電源コード及び電源プラグに出火の痕跡は認められなかった。○その他の電気部品に出火
の痕跡は認められなかった。●事故発生時の詳細な状況が不明のため事故原因の特定には至ら
なかったが、当該製品の電気部品に出火の痕跡は認められないことから、製品に起因しない事
故と推定される。

(受付:2023/08/10)

( 火災 )

 A202300423

 2023/08/06

 (事故発生地)

東京都

 2023-0790

エアコン（室外機） 　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は正面から見て右側にある樹脂製台座及び右側面が焼損していたが
、その他に外観上の異常は認められなかった。○当該製品の内部は、焼損していた樹脂製台座
側の箇所が一部焼損していたが、当該箇所に出火の痕跡は認められなかった。○当該製品の電
気部品に出火の痕跡は認められなかった。●事故発生時の詳細な状況が不明のため事故原因の
特定には至らなかったが、当該製品に出火の痕跡は認められないことから、製品に起因しない
事故と推定される。

(受付:2023/08/16)

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0019

 A202300451

 2023/08/14

 (事故発生地)

兵庫県

 2023-0845

エアコン 　当該製品を使用中、火災警報器が鳴動
したため確認すると、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生していた。

　調査の結果、○当該製品は著しく焼損しており、外郭やファンなどの樹脂部品は大部分が焼
失していた。○当該製品の基板、ファンモーター、端子台、配線類等の電気部品に出火の痕跡
は認められなかった。●当該製品の電気部品に出火の痕跡は認められなかったことから、製品
に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/08/28)

( 火災 )

 A202300454

 2023/01/00

 (事故発生地)

群馬県

 2023-0846

凍結防止用ヒーター（
水道用）

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　調査の結果、○当該製品は給湯機への給水配管に取り付けられ、給水配管が９０度に曲がっ
た部分でヒーターの樹脂製外郭が部分的に焼損及び炭化し、外側に巻かれた断熱材が焼損して
いた。○当該製品の温度調節用のサーモスタットは、給水配管に取り付けられておらず、給湯
機に引っ掛けた状態で外部に露出しており、給水配管の温度検知ができていなかった。○当該
製品のサーモスタットの動作確認をしたところ、正常に動作した。●当該製品は、サーモスタ
ットが給水配管に取り付けられていなかったため、サーモスタットが動作せず、ヒーターへの
通電が継続し、ヒーターの屈曲部で蓄熱が生じ、ヒーターの樹脂製外郭が炭化し、外側に巻か
れた断熱材を焼損したものと推定される。　なお、取扱説明書には、「サーモスタットをパイ
プに密着させ、ビニルテープでとめる。」旨、記載されている。

(受付:2023/08/29)

( 火災 )

 A202300487

 2023/08/30

 (事故発生地)

神奈川県

 2023-0922

電気掃除機（充電式、
スティック型）

　当該製品のバッテリーを焼損する火災
が発生した。

　調査の結果、○使用者は、事故発生の約２年前、バッテリーのＤＣジャック部にＤＣプラグ
を強引に差し込もうとした際にＤＣジャック部が破損したため、バッテリー単体をかごに入れ
て保管していたが、事故発生日にバッテリーをかごから取り出して、床に置いたところ出火し
たとの申出内容であった。○当該製品のバッテリーは、樹脂製外郭上面の１か所に焼損による
穴空きが生じていたが、外観上はその他の箇所に焼損等の異常は認められなかった。○バッテ
リー内部の基板は、ＤＣジャック部から折れて、製品内部に脱落していたセンターピンにより
、リチウムイオン電池セルの異極端子間で短絡しており、短絡した電池セルの端子に接する樹
脂製電池セルホルダー、基板等が一部焼損していた。○基板上の電子部品及び電池セルに破損
、焼損等の異常は認められなかった。●当該製品のバッテリーは、誤って破損したＤＣジャッ
クのセンターピンが製品内部に脱落し、バッテリー内部の基板上に移動した際に、電池セルの
異極端子間を短絡させたことで異常発熱し、焼損したものと推定される。　なお、取扱説明書
には、「破損したまま使用しない。破損した場合は事業者に連絡する。」旨、記載されている
。

(受付:2023/09/06)

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0020

 A202300513

 2023/08/28

 (事故発生地)

神奈川県

 2023-0953

ノートパソコン 　学校で当該製品が水没したため、乾か
していたところ、当該製品を溶融し、周
辺を汚損する火災が発生した。

　調査の結果、○小学校の授業中に当該製品を電源が入った状態で誤って水槽に水没させてし
まったため、雑巾の上で１時間半ほど乾かしていたところ、当該製品の底面の一部が溶融して
いるのを発見した。○底面側ケース内部及びキーボード側ケース内部などに広範囲に渡って液
体が付着した痕跡が確認された。○底面側のマザーボードとＵＳＢボードを接続するフレキシ
ブルフラットケーブルのＵＳＢボードコネクターの５Ｖ電源ラインとグランド間が短絡してい
た。○その他の部品に異常は認められなかった。●当該製品は、使用者が当該製品を誤って水
槽に水没させてしまったため、当該製品内部に液体が浸入し、ＵＳＢボードとマザーボードを
接続しているコネクター部で短絡し、事故に至ったものと推定される。

(受付:2023/09/12)

( 火災 )

 A202300519

 2023/08/12

 (事故発生地)

兵庫県

 2023-0957

エアコン（室外機） 　当該製品を使用中、当該製品から発煙
する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、外部からの電源線及び信号線を当該製品に接続する端子台周辺
が焼損しており、当該箇所以外に焼損等の異常は認められなかった。○電源供給のために外部
から端子台に接続されていた電源線１本が端子台金具の根元で断線し、断線部に溶融痕が認め
られた。○端子台と電源線の接続に異常は認められなかった。○事故現場において、ブレーカ
ーは作動していなかった。○製造事業者は現場の取付工事には関わっていなかった。○当該製
品はこれまでに異常は発生しておらず、設置後３１年経過していた。●当該製品は、電気部品
に出火の痕跡は認められず、当該製品に接続される外部からの電源線が異常発熱して出火した
ものと考えられ、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/09/13)

( 火災 )

 A202300628

 2023/09/24

 (事故発生地)

大阪府

 2023-1141

食器乾燥機 　当該製品を焼損する火災が発生した。 　調査の結果、○当該製品は３年前に故障したものの、電源コードを接続したまま水切りとし
て使用されていた。○当該製品は操作パネルが外れた状態で使用されていた。○操作ケース内
の電源基板は一部が著しく焼損し、焼損箇所の基板パターンが焼失していた。○操作ケース内
に小動物（ゴキブリ）の死骸及びふんや卵が多数認められた。○ファンモーター等、その他の
電気部品に出火の痕跡は認められなかった。●当該製品は、操作パネルが外れた状態で使用さ
れたため、電源基板に侵入した小動物のふん尿やほこり、水分等の異物が付着したことにより
トラッキング現象が生じて出火したものと考えられ、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/10/19)

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0021

 A202200582

 2022/10/06

 (事故発生地)

神奈川県

 2022-1771

ガスこんろ（ＬＰガス
用）

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、○使用者は、当該製品のグリルで調理した調理物が生焼けであったため、調理
物にアルミ箔をかぶせて、グリル皿に油がたまった状態であったが再点火してその場を離れて
いたところ、当該製品から黒煙及び炎があがった。○当該製品のグリル扉及びグリル庫内、グ
リル排気口カバー等にすすの付着が認められたが、外郭に焼損は認められなかった。○当該製
品の両こんろ及びグリルの動作に異常は認められなかった。○当該製品のグリル過熱防止装置
は異常なく作動することが認められた。●当該製品には出火につながる異常は認められないこ
とから、グリル内にアルミ箔を入れたことでアルミ箔の下部に熱が滞留し、グリル皿に堆積し
ていた油脂等が過熱されて発火したものと推定される。　なお、取扱説明書には、「脂が多く
出る調理では、グリル焼網の上や下にアルミ箔を敷かない。」旨、記載されている。

(受付:2022/10/28)

( 火災 )

 A202200684

 2022/11/28

 (事故発生地)

千葉県

 2022-1963

石油ストーブ（開放式
）

　当該製品及び建物７棟を全焼、４棟を
類焼する火災が発生し、１名が死亡、２
名が軽傷を負った。

　調査の結果、○使用者は、居間の当該製品を点火したまま、同室で就寝していたところ、当
該製品から火が出ているのを発見した。○当該製品は、固定タンクを内蔵し、灯油を直接投入
する構造のしん式の開放式石油ストーブである。○燃焼筒、空気取り入れ口及び天板にすすは
付着しておらず、異常燃焼の痕跡は認められなかった。○固定タンクに腐食等の穴空きは認め
られなかった。○置台に吹き返し現象の痕跡は認められなかった。○取扱説明書には、「寝る
ときは、必ず火が消えていることを確認する。」旨、記載されている。●事故発生時の詳細な
状況が不明のため事故原因の特定には至らなかったが、当該製品に出火に至る異常は認められ
ないことから、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2022/12/06)

( 火災 死亡 )

 A202200795

 2022/12/17

 (事故発生地)

北海道

 2022-2148

石油ストーブ（開放式
）

　当該製品を使用中、建物２棟を全焼す
る火災が発生した。

　調査の結果、○使用者が事故発生時に当該製品から１ｍほどの炎が上がっていることに気付
いた。当該製品は４０分前に点火し、１０分前には通常燃焼していることを確認していた。○
当該製品の近傍に可燃物が置かれていたとの申出内容であった。○当該製品の外観は、全体的
に焼損が著しく落下物により天板が変形していた。○当該製品のガラス外筒は破損していたが
、燃焼筒内部に変形やすすの付着はなく、出火及び異常燃焼の痕跡は認められなかった。○当
該製品のカートリッジタンクの給油口に油漏れは認められなかった。●事故発生時の詳細な状
況が不明のため事故原因の特定には至らなかったが、当該製品に出火の痕跡は認められないこ
とから、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/01/06)

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0022

 A202200837

 2023/01/08

 (事故発生地)

京都府

 2022-2198

ゴム管（都市ガス用） 　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生し、１名が死亡した。

　調査の結果、　○一般住宅の１階を全焼し、２階で使用者が死亡する火災が発生し、事故発
生場所に当該製品、当該製品が接続されていたガスファンヒーター、バーベキューこんろ、液
晶テレビ、食器乾燥機等の製品があった。○１階はシャッターがすべて閉められ、２階も窓が
閉められており、室内には灯油の入った樹脂製灯油用容器、脚立及びバーベキューこんろが置
かれていたが、バーベキュー用の食材はなかった。○液晶テレビ、食器乾燥機、ガスファンヒ
ーター、テーブルタップ等の配線に断線は認められず、バーベキューこんろ付近が著しく焼損
していた。○当該製品は、ガス栓側の接続プラグが焼損してガス漏れが認められたが、接続プ
ラグ内の各部品に異常は認められず、ガス漏れ箇所に出火の痕跡は認められなかった。○ガス
ファンヒーターに出火の痕跡はなく、異常は認められなかった。●事故発生時の詳細な状況が
不明のため事故原因の特定には至らなかったが、当該製品に出火の痕跡は認められず、バーベ
キューこんろ付近から出火した可能性が高いと考えられることから、製品に起因しない事故と
推定される。

(受付:2023/01/18)

( 火災 死亡 )

 A202200885

 2023/01/06

 (事故発生地)

岩手県

 2022-2339

石油ふろがま 　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、　○当該製品は缶体の焼損が著しかった。○本体内部のリレー基板には空だき
点検用コネクターが差し込まれていた。○当該製品が作動しない不具合があったため、使用者
が空だき点検用コネクターを製品内部のリレー基板に差し込み、空だき防止装置が機能しない
状態で使用していたとのことであった。○空だき点検用コネクターは、修理・点検の際に業者
が用いるために機器内に付属されていたが、使用者が通常取り出せる箇所にはなかった。○当
該型式品は、過去に行った点検・修理の際の作業が不十分であった場合、空だき防止装置が作
動せず、空だきによる本体焼損に至る可能性があるとして２００７年７月２７日にリコールさ
れた、リコール未対策品であった。●当該製品は、使用者が不具合を認識しながら、点検用コ
ネクターを製品内部のリレー基板に差し込み空だき防止装置が機能しない状態で使用を継続し
たことから、空だきとなった際に空だき防止装置が作動せず、出火したものと推定される。

(受付:2023/01/31)

( 火災 )

 A202200924

 2022/12/29

 (事故発生地)

和歌山県

 2022-2385

ガスストーブ（ガスボ
ンベ式）

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、　○使用者が浴室前の脱衣室に置かれた当該製品の点火操作を行ったが、点火
しなかったため点火操作を再度行ったところ、点火したので浴室に入って入浴し、約１０分後
にドアのガラス越しで赤い炎のようなものが見えたため確認すると、当該製品と周囲のマット
が焼損していたとの申出内容であった。○当該製品に装着されていたカセットボンベは、すす
が付着していたが、ガス漏れは認められなかった。○当該製品の外観は、脚、操作部の樹脂部
品、取っ手等の樹脂部品が焼損していた。○当該製品は、カセットボンベ装着部から弁までの
一次側ガス経路にガス漏れは認められず、カセットボンベ装着部及びバーナーの混合管内部に
傷や異物等の異常は認められなかった。○同等品にて器具栓つまみを点火位置に回し切った状
態で不着火状態になると、バーナー部及びパイロットバーナー部から未燃ガスが製品外部へ放
出し続けた。○取扱説明書には、「一度で点火しなかった場合は、ガスのにおいがなくなって
から再点火する。」「窓や戸を開けて漏れたガスを外に出す。」旨、記載されている。●事故
発生時の詳細な状況が不明のため事故原因の特定には至らなかったが、当該製品のガス経路等
に異常は認められないことから、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/02/08)

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0023

 A202200928

 2023/01/28

 (事故発生地)

北海道

 2022-2408

石油ストーブ（開放式
）

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生し、１名が死亡した。

　調査の結果、　○当該製品が置かれていた居間の床面の一部が焼損し焼け抜けており、当該
製品が床下に落下していた。○当該製品は全体が焼損しており、正面右後方の焼損が著しかっ
た。○燃焼筒に異常燃焼の痕跡は認められず、しんは緊急消火位置まで降下しており、スピン
ドル軸の位置も緊急消火位置となっていた。○油受皿及び置台等に油漏れの痕跡は認められな
かった。○事故発生時、カートリッジタンクは当該製品のタンク室に格納された状態であり、
樹脂製の油量計窓及び給油口にあるゴム製パッキンが溶融していたが、タンクの膨張やその他
異常は認められなかった。○ガード及び置台裏の一部に繊維質の残さが認められた。●事故発
生時の詳細な状況が不明のため事故原因の特定には至らなかったが、当該製品に出火の痕跡は
認められないことから、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/02/10)

( 火災 死亡 )

 A202201035

 2023/03/01

 (事故発生地)

大阪府

 2022-2585

開放式ガス温風暖房機
（都市ガス用）

　当該製品を使用中、当該製品の前に置
かれたスプレー缶が爆発する火災が発生
した。

　調査の結果、　○使用者が、運転中の当該製品の前に殺虫剤のスプレー缶を無意識に置き、
隣室で作業していたところ、爆発音が聞こえた。○事故発生後に使用者が確認すると、室内の
カーテン、電気カーペット、こたつ布団、樹脂部品等が焼損し、殺虫剤のスプレー缶が天井に
突き刺さって潰れていた。○当該製品は焼損しておらず、外観に異常は認められなかった。○
当該製品にガス漏れは認められなかった。●当該製品は焼損しておらず、ガス漏れは認められ
ないことから、当該製品の温風吹出し口の前にスプレー缶が置かれたことで、過熱されたスプ
レー缶の内圧が上がって破裂し、放出された可燃性ガスに引火して室内に延焼したものと推定
される。　なお、取扱説明書には、「温風吹出し口付近にスプレー缶を置かない。熱で缶内の
圧力が上がり、爆発する原因になる。」旨、記載されている。

(受付:2023/03/13)

( 火災 )

 A202201049

 2023/03/03

 (事故発生地)

香川県

 2022-2586

石油給湯機付ふろがま 　当該製品を使用中、異音がしたため確
認すると、当該製品を焼損する火災が発
生していた。

　調査の結果、　○当該製品は、事故発生２～３日前から、不着火を示すエラーによるモニタ
ー表示及び停止をしていたが、使用者は、給湯の流量を少なくするとエラーが出ずに給湯でき
たため継続使用しており、事故当日、少量の湯を出していたところ当該製品から出火した。○
外観は、左右側面の持ち手や端子台カバーの樹脂部が焼失しており、金属製外郭正面の中央及
び左側に熱変色が見られ、排気口はすすで黒ずんでいた。○熱交換器の燃焼室内部及び下面の
フィンには多量のすすが付着していた。○バーナーパッキン及びサイレンサー内部には未燃灯
油が付着しており、バーナーノズルの噴霧孔内部には異物が付着していた。○当該製品の記録
機能から使用期間は、約１０年６か月と推定された。●当該製品は、長期使用（１０年）によ
りすすが熱交換器内に堆積したため空気の供給量が不足して不着火となり、停止してエラーを
表示していたが、使用者が流量を少なくして使用を継続したため、使用時の熱で未燃灯油が発
火したものと推定される。　なお、取扱説明書には、当該製品のモニター表示が「１１０（不
着火）」の場合は、「油切れ、送油経路の水、ゴミの確認。その他は販売店に連絡する。」旨
、記載されている。

(受付:2023/03/15)

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0024

 A202201072

 2022/10/05

 (事故発生地)

奈良県

 2022-2639

ガスこんろ（都市ガス
用）

　当該製品を使用中、衣服に着火し、火
傷を負った。

　調査の結果、　○使用者は、当該製品の左こんろに鍋を置いて湯を沸かしていた際、当該製
品の左横に置かれていた調理器具を右手で左奥へ移動したところ、着衣がこんろの火で着火し
た。○当該製品は、ガス取り入れ口から器具栓までの一次側にガス漏れは認められなかった。
○全こんろのバーナーヘッドに炎口の消耗はなく、混合管内部に異物等の異常は認められなか
った。○点火時及び燃焼中のこんろの炎の高さに異常は認められなかった。○当該製品の左側
に置かれたものを右手でつかもうとすると、右の上腕部が左こんろに接近した。●当該製品に
異常は認められないことから、使用者が当該製品の左側に置かれていた調理器具を右手で左奥
へ移動させた際に右上腕部が左こんろに接近し、左こんろのバーナーの炎が着衣に着火したも
のと考えられる。　なお、取扱説明書には、「使用中は衣服を炎やバーナーに近づけない。衣
服に着火するおそれがある。」旨、記載している。

(受付:2023/03/23)

( 重傷 )

 A202201085

 2023/02/18

 (事故発生地)

大阪府

 2022-2642

石油ストーブ（開放式
）

　当該製品を使用中、建物を全焼する火
災が発生した。

　調査の結果、　○使用者が、約１０年間使用していなかった当該製品を点火したところ、１
～１．５時間経過後に燃焼筒の下付近から出火し、カートリッジタンクと本体の下からあふれ
出た炎が周囲へ延焼したとの申出内容であった。○当該製品は、反射板、天板の裏面、燃焼筒
の内炎筒外側及び外炎筒内側にすすの付着は認められなかった。○カートリッジタンク及び油
受皿に油漏れの痕跡は認められなかった。○カートリッジタンクの口金は、給油口へ確実に締
められていた。○しんは、しん案内筒の外側に固着していたが、形状に異常はなく、タールも
付着していなかった。○しん案内筒内側のすすの付着や、置台中央部の過熱痕といった吹き返
し現象の痕跡は認められなかった。●事故発生時の詳細な状況が不明のため事故原因の特定に
は至らなかったが、当該製品に異常燃焼、吹き返し現象、油漏れの痕跡等の異常は認められな
いことから、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/03/24)

( 火災 )

 A202300017

 2023/03/25

 (事故発生地)

大阪府

 2023-0058

石油ストーブ（開放式
）

　当該製品を使用中、建物を全焼する火
災が発生した。

　調査の結果、○当該製品のカートリッジタンク内に灯油が少なかったため、ふだんから交換
用で使用していた同一事業者が製造した別型式の石油ストーブに付属するカートリッジタンク
を当該製品へ装着して点火し、そのまま外出したところ当該製品の燃焼室付近から出火した。
○それらのカートリッジタンクは、同一形状で互換性があった。○検知管で分析したところ、
当該製品とその周囲から灯油が検出された。○当該製品は、全体が焼損して樹脂部品が消失し
ていたが、外装にすすの付着はなかった。○カートリッジタンクは、タンク室に装着されてお
り、膨らみ等の変形はなかったが、油量計窓は焼損していた。○燃焼筒は、内炎筒の外側及び
外炎筒の内側にすすの付着はなく、異常燃焼の痕跡は認められなかった。○しん案内筒内側に
すすの付着はなく、吹き返し現象の痕跡は認められなかった。○油受皿及びカートリッジタン
クに腐食等による油漏れの痕跡は認められなかった。●事故発生時の詳細な状況が不明のため
事故原因の特定には至らなかったが、当該製品に異常燃焼や油漏れの痕跡は認められないこと
から、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/04/07)

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0025

 A202300063

 2023/04/10

 (事故発生地)

愛知県

 2023-0170

ガスこんろ（都市ガス
用）

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、　○使用者は当該製品のグリルを使用後、火を消さずにその場を離れ、火災警
報器の鳴動により当該製品の後方から炎が上がっているのを発見した。○使用者によれば、当
該製品背面のホース固定部にガスホースを固定していない状態で使用していたとのことであり
、固定されていないホースが高温部に近接する可能性が考えられた。○当該製品は全体的に油
が付着しており、前面の樹脂製操作ボタン等に焼損は認められなかったが、背面は中央部の焼
損が著しく、塗装が焼けて白く変色していた。○グリルは、グリル皿に焼損物の堆積はなく、
グリル内部に異常な焼損箇所は認められなかった。○本体内部は、左側後部の焼損が強かった
が、内部に出火した痕跡は認められなかった。○当該製品に接続されていたガスホースは、当
該製品に接続する側が、当該製品の焼損が著しい背面中央部で焼損していた。○取扱説明書に
は、高温になったガスホースがとけてガス漏れの原因になることから、「ガスホースはグリル
排気口等の高温部に触れない。」、「ガスホースを機器の上や下を通さない。」旨、記載され
ている。●詳細な使用状況等が不明のため事故原因の特定には至らなかったが、当該製品に出
火に至る異常は認められないことから、ガスホースが高温部に近接していたため、劣化して穴
が空き、漏れたガスにグリルの火が引火して焼損したものと考えられ、製品に起因しない事故
と推定される。

(受付:2023/04/26)

( 火災 )

 A202300065

 2023/04/19

 (事故発生地)

山梨県

 2023-0179

ガスこんろ（ＬＰガス
用）

　当該製品及び建物を全焼する火災が発
生し、１名が死亡した。

　調査の結果、○事故発生日、使用者の家族が使用者宅を訪問したところ、使用者宅が全焼全
壊していた。○使用者の家族によると、使用者は当該製品で鍋の湯を沸かすことはあったが、
調理には使用していなかった。○当該製品のグリル内部に異物の付着及び異常燃焼の痕跡は認
められなかった。○当該製品の器具栓のつまみ軸の位置と同等品のつまみ軸の閉位置を比較し
た結果、つまみ軸の角度に差異は認められなかった。●事故発生時の詳細な状況が不明のため
事故原因の特定には至らなかったが、当該製品の器具栓つまみは閉状態であり、当該製品に出
火の痕跡は認められないことから、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/04/27)

( 火災 死亡 )

 A202300081

 2023/04/13

 (事故発生地)

神奈川県

 2023-0191

ガストーチ 　当該製品をガスボンベに取り付けよう
とした際、ガスに引火、当該製品及び周
辺を焼損する火災が発生し、１名が火傷
を負った。

　調査の結果、○使用者が、当該製品をガスボンベに取り付けようとした際にガスが漏れてし
まい、接続部をさらに閉め込もうとしたところ、接続部及びガストーチ先端部から炎が上がっ
たとの申出内容であった。○当該製品は、ガスボンベをねじ込みで接続し、火力調節つまみを
開栓して、バーナー部から放出されるガスに点火ボタンで点火する構造であった。○再現試験
の結果、火力調節つまみが全開の位置でガスボンベに接続すると、完全に接続する前にバーナ
ー及び接続部からガスの漏えいが認められた。●当該製品の火力調節つまみを開栓状態のまま
ガスボンベを接続しようとした際に、当該製品の点火ボタンを誤って押したため、当該製品の
接続部及びバーナー部から漏れたガスに引火したものと推定される。　なお、取扱説明書には
、「点火前は火力調節つまみを閉じる方向に止まるまで回っていることを確認する。」旨、記
載されている。

(受付:2023/05/02)

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0026

 A202300096

 2023/03/15

 (事故発生地)

石川県

 2023-0208

石油ストーブ（開放式
）

　当該製品及び建物２棟を全焼し、３棟
を類焼する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品を消火してから約１時間３０分後に、当該製品を設置している無人
の部屋で火災が発生した。○当該製品は事故発生日以前の使用時には異常は認められなかった
。○当該製品の外郭は著しく焼損し変形していたが、燃焼筒には、顕著なすすの付着等、異常
燃焼の痕跡は認められなかった。○当該製品のカートリッジタンクは本体に格納されており、
口金キャップの緩み、カートリッジタンク本体の穴空き等、灯油漏れの痕跡は認められなかっ
た。○置台には吹き返し現象の痕跡は認められず、油受皿の穴空き等、灯油漏れの痕跡も認め
られなかった。●事故発生時の詳細な状況が不明のため事故原因の特定には至らなかったが、
当該製品に出火の痕跡は認められないことから、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/05/10)

( 火災 )

 A202300102

 2023/04/11

 (事故発生地)

愛知県

 2023-0206

石油ストーブ（開放式
）

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、○使用者が当該製品を点火したあと、カートリッジタンクを本体から抜いて給
油し、本体にセットしようとしたところタンク室から火が出て、本体底部からも火が確認され
た。○当該製品の外観に焼損等の異常は認められなかったが、後面の通気口に一部すすの付着
が認められた。○カートリッジタンクに焼損及び変形は認められず、口金の蓋の開閉動作に異
常は認められなかった。○タンク室内部はすすが付着していたが、油受皿上面及びタンク室内
側面に焼損等はなく、油受皿の樹脂製フィルターは残存していた。○本体内部は、しん案内筒
付近に大量のほこり等の異物が堆積しており、一部に焼損が認められた。○油受皿に灯油漏れ
の痕跡は認められなかった。○置台は、大量のほこり等の異物が堆積しており、その一部が焼
損していた。○当該製品を清掃後に燃焼試験を実施した結果、正常に燃焼した。○取扱説明書
には、「ほこりをときどき除去すること。ごみ、ほこりなどがつまると異常燃焼のおそれがあ
る」旨、記載されている。●詳細な使用状況等が不明のため事故原因の特定には至らなかった
が、当該製品に出火に至る異常は認められず、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/05/11)

( 火災 )

 A202300116

 2023/03/11

 (事故発生地)

埼玉県

 2023-0245

石油ストーブ（開放式
）

　当該製品を使用中、当該製品及び建物
を全焼する火災が発生した。

　調査の結果、　○事故発生当時、住んでいなかった住宅兼倉庫で暖を取るために、数年間使
用していなかった当該製品を使用し、使用後にしん調節つまみを回して消火したが、５分ほど
後に火災が発生したとの使用者の申出内容であった。○当該製品を使用した部屋は衣類や紙製
品等の可燃物が大量にある状態であった。○当該製品は、全体が著しく焼損し、樹脂部品はす
べて焼失していた。○燃焼筒にすすの付着等、異常燃焼の痕跡は認められなかった。○しん調
節つまみは手動消火位置にあり、給油張等のガソリン誤給油の痕跡は認め時自動消火装置のば
ねは伸びた状態、対震自動消火装置のばねは絞られた状態で、それぞれ固着していた。○カー
トリッジタンクは焼損していたが、膨られなかった。○しん案内筒直下に位置する置台裏面に
、吹き返し現象の痕跡は認められなかった。●事故発生時の詳細な状況が不明のため事故原因
の特定には至らなかったが、当該製品に出火の痕跡は認められないことから、製品に起因しな
い事故と推定される。

(受付:2023/05/12)

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0027

 A202300146

 2023/05/11

 (事故発生地)

石川県

 2023-0309

ガスこんろ（都市ガス
用）

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○使用者が当該製品の左バーナーで調理を開始して１５分経過した頃に、当該
製品の後方付近より煙が上がっていた。○当該製品の外観は、トッププレート表面の左側及び
背面左側のガス接続口付近が著しく焼損していた。○ガス接続口のホースエンドは欠損し、ガ
スホースの先端に焼損が認められた。また、ガスホースを固定するゴム管止めは、確認できな
かった。○左バーナーは焼損していたが出火につながる異常はなく、右バーナー、電装部品等
のその他部品にも出火の痕跡は認められなかった。○取扱説明書には、「ゴム管はガス用ゴム
管を使用し、ホースエンドの赤い線まで差し込んでゴム管止めでしっかりと止める。」旨、記
載されている。●事故発生以前の詳細な使用状況が不明のため事故原因の特定には至らなかっ
たが、当該製品に出火の痕跡は認められないことから、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/05/22)

( 火災 )

 A202300155

 2023/04/29

 (事故発生地)

愛知県

 2023-0334

石油ストーブ（開放式
）

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生し、１名が軽傷を
負った。

　調査の結果、　○当該製品を点火装置で点火し、その場を離れ、異臭がしたため確認すると
、居室に煙が充満しており、炎が上がっていた。○当該製品は全体的に焼損していたが、樹脂
製の火力調節つまみ及び電池ケースの一部が残存していた。○しん調節つまみ及びしんは自動
消火位置であった。○燃焼筒の内部に異常なすすの付着は認められなかった。○カートリッジ
タンクはタンク室内に収まっており、口金に焼損は認められず、パッキンは残存していた。○
油受皿に油漏れの痕跡は認められず、残存していた燃料は灯油であり、置台の油受皿下側部分
に焼損は認められなかった。●事故発生時の詳細な状況が不明のため事故原因の特定には至ら
なかったが、当該製品に出火に至る異常は認められないことから、製品に起因しない事故と推
定される。

(受付:2023/05/25)

( 火災 )

 A202300160

 2022/12/20

 (事故発生地)

富山県

 2023-0348

石油ストーブ（開放式
）

　当該製品を使用中、当該製品及び建物
を全焼する火災が発生し、１名が火傷を
負った。

　調査の結果、　○当該製品を消火しカートリッジタンクを抜いた状態で移動させた際、当該
製品本体から灯油が滴下したが拭き取らず、１時間後にマッチで点火したところ、燃焼筒から
大きな炎が上がった。○当該製品のカートリッジタンクの口金キャップは正常に閉まっており
、カートリッジタンク本体に穴空き等、油漏れの痕跡は認められなかった。○油受皿に穴空き
等、油漏れの痕跡は認められなかった。○燃焼筒のガラスは破損していたが、金属部品に変形
等、異常燃焼に至る異常は認められなかった。●事故発生時の詳細な状況が不明のため事故原
因の特定には至らなかったが、当該製品に出火に至る異常は認められないことから、製品に起
因しない事故と推定される。

(受付:2023/05/29)

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0028

 A202300235

 2023/06/04

 (事故発生地)

新潟県

 2023-0472

迅速継手（都市ガス用
）

　当該製品に接続しているガスこんろを
点火したところ、当該製品及び周辺を焼
損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は都市ガス用のゴム管用迅速継手であり、ゴム管及びガス栓に接続
され、ゴム管はガスこんろに接続され、使用されていた。○使用者がガスこんろを使うために
ガス栓を開いた際、ガスが漏れる音を聞いたが、そのままガスこんろを点火したところ、ガス
こんろの後ろ側から出火したとの申出内容であった。○ガス栓は低い位置に取り付けられ、ガ
ス台との距離が近く、ゴム管が押し曲げられる形で接続されていた。○当該製品は、摺動環上
部とカバー上部が焼損していたが、摺動環外周部及びゴム管接続部に焼損は認められなかった
。○当該製品はガス栓と正常に接続されていれば、摺動環外周部が露出する構造であった。●
当該製品は、ガス栓との正常接続時に露出する部分に焼損が認められなかったことから、当該
製品とガス栓の接続が不完全な状態で使用されたため、ガスが漏れ、ガスこんろの火が引火し
たものと推定される。　なお、取扱説明書には、「ソケットをプラグにカチッと音がするまで
差し込む。」旨、記載されている。

(受付:2023/06/21)

( 火災 )

 A202300270

 2023/06/18

 (事故発生地)

愛知県

 2023-0516

ガスこんろ（ＬＰガス
用）

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○事故発生時に使用者宅は無人であり、隣人が使用者宅の台所から出火してい
るのを発見した。　なお、使用者が当該製品を最後に使用したのは事故発生日の２日前であっ
た。○当該製品は、左側面の焼損が著しかったが、本体内部に焼損等の異常は認められず、ガ
スホースを含めたガス通路の気密性に異常は認められなかった。○グリル皿に焼損物の堆積は
なく、グリル内部に異常な焼損箇所は認められなかった。○本体内部の左後面側に取り付けら
れた点火装置及び制御基板は焼損していたが、溶融痕等の出火の痕跡は認められなかった。●
事故発生時の詳細な状況が不明のため事故原因の特定には至らなかったが、当該製品に出火に
至る異常は認められないことから、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/06/30)

( 火災 )

 A202300364

 2023/07/22

 (事故発生地)

大阪府

 2023-0685

カセットこんろ 　遊興施設で当該製品を使用中、当該製
品及び周辺を焼損する火災が発生し、２
名が軽傷を負った。

　調査の結果、○使用者は、当該製品の左右こんろに付属のグリルプレートを設置し、その上
にアルミホイルを敷いて食材を加熱していたところ、約１～１．５時間経過時にカセットボン
ベが破裂した。○当該製品は、ごとくと一体になった水皿に水を入れることで内部の温度上昇
を抑制する仕様であったが、使用者は水を入れなかったとの申出内容であった。○グリルプレ
ートに空けられているスリットが、使用者の敷いたアルミホイルで塞がれていた。○カセット
ボンベ設置部近傍の樹脂部品（耐熱ＡＢＳ樹脂、耐熱温度１１０℃）が少し溶融していた。○
右側のカセットボンベ設置部は、容器カバーと本体内部との仕切り板が内側から膨れるように
変形しており、圧力感知安全装置が少し上に変形し、カセットボンベ接続部の磁石が割れてい
た。○左側こんろで使用されていたカセットボンベに異常は認められなかったが、右側こんろ
で使用されていたカセットボンベは、頭側が胴体から分離していた。○当該製品は使用者がレ
ンタル業者から借りて使用していたが、使用者へ事前に正しい使用方法を説明したか否か、及
び取扱説明書を渡したか否かは不明であった。○取扱説明書には、「グリルプレートは、アル
ミホイルを使った調理には使用できない。」、「グリルプレート使用時は必ず水皿に水を入れ
る。」旨、記載されている。●事故発生直前の詳細な状況が不明のため事故原因の特定には至
らなかったが、当該製品にガス漏れ等の異常は認められないことから、製品に起因しない事故
と推定される。

(受付:2023/07/27)

( 火災 )



　製品区分：　04.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0029

 A202200966

 2021/07/12

 (事故発生地)

滋賀県

 2022-2478

脚立（踏み台兼用、ア
ルミニウム合金製）

　当該製品を使用中、転落し、負傷した
。

　調査の結果、　○使用者は、玄関近くの廊下で棚を作るために当該製品を使用した際、天板
から転落した。○当該製品は、背面支柱が前支柱に対してねじれており、昇降面から見て左側
のヒンジカバーが背面支柱側に凹んでいたが、天板、踏ざん及び背面支柱連結棒に大きな損傷
は認められなかった。○当該製品は、「ＡＮＳＩ　Ａ１４．１１に適合」の表示があるが、Ｊ
ＩＳマーク及びＳＧマークはなかった。○同等品を確認したところ、ヒンジカバーと背面支柱
の間に約０．５ｍｍの隙間があり、通常の使用においてヒンジカバーの変形は確認されなかっ
た。○同等品を用い、ＳＧ基準ＣＰＳＡ００１５：２０２０「住宅用金属製脚立のＳＧ基準」
に準じて、天板の中央に質量７４．６ｋｇのおもりをのせて安定性試験を行ったところ、水平
側方方向に５２．１Ｎの力を加えても支柱は浮かず、基準の３倍以上となる１６１Ｎの力を加
えても支柱は浮かなかった。○同等品を用い、ＡＮＳＩ規格　Ａ１４．１１：２０１８「Ｓａ
ｆｅｔｙ　Ｒｅｑｕｉｒｅｍｅｎｔｓ　ｆｏｒ　Ｓｔｅｐｓｔｏｏｌｓ」に準じて安定性試験
を実施した結果、前方向、横方向及び後方向のいずれも規格値を満たしていた。●事故発生時
の詳細な状況が不明のため事故原因の特定には至らなかったが、当該製品に異常は認められな
いことから、使用者が当該製品から身体を乗り出した際にバランスを崩して転落したものと考
えられ、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/02/20)

( 重傷 )

 A202201094

 2022/06/10

 (事故発生地)

東京都

 2023-0010

収納棚 　当該製品を組み立て中、肩を負傷した
。

　調査の結果、　○使用者は２人で当該製品を組み立てていたが、下棚上に上棚を載せる際に
、使用者１人で当該製品の上棚の背面側から左右の側板を挟むように持ち上げつつ、背板が下
に落ちないように手を添えたところ、バランスを崩し、肩を捻って右肩の腱板を負傷した。○
当該製品は上下２段で構成される組み立て式の収納棚で完成時の寸法は幅６０ｃｍ、奥行き
４４ｃｍ、高さ２００ｃｍであり、下棚上に上棚を載せる際は、上棚の背板を下棚の背板溝に
挿入しつつ、下棚用側板の上面に取り付けたダボを上棚用側板の下面のダボ穴に挿入して組み
立てる必要があった。○当該製品の梱包時の総重量は４３ｋｇであったが、上棚を構成する側
板、背板及び天板の各重量は不明であった。●当該製品の下棚上に上棚を載せる工程を使用者
１人で作業していたところ、バランスを崩して負傷したものと推定される。　なお、組立説明
書には、｢下棚上に上棚を載せる工程は、不安定なので、安全のため、必ず２人以上で載せる
。｣旨、記載されている。

(受付:2023/03/27)

( 重傷 )

 A202300008

 2023/03/30

 (事故発生地)

兵庫県

 2023-0049

引戸 　介護施設で当該製品を開いたところ、
手首を負傷した。

　調査の結果、　○使用者は、介護施設の自室トイレに設置された当該製品を開いた際、扉の
敷居側がトイレ方向に外れて倒れた当該製品で頭を打ち、しゃがみ込む際に手首を骨折した。
○当該製品は、扉の鴨居側に上戸車、敷居側に下戸車を搭載しており、鴨居レールに上戸車を
嵌合した後、敷居レールに下戸車を嵌合して設置する室内用の引戸で、上戸車に内蔵されたば
ねの力で扉が容易に外れない構造になっていた。○当該製品は、仕様どおりの寸法であり、上
戸車及び下戸車に大きな損傷はなかったが、扉の敷居側には擦り傷が認められた。○アルミニ
ウム製の敷居レールや木製の敷居には、着色部の削れや線状のすり傷といった下戸車が敷居レ
ールから脱輪した痕跡が認められた。○類似品を用いてＪＩＳ　Ａ１５１８：１９９６「ドア
セットの砂袋による耐衝撃性試験方法」に準拠し、振り子状にした１５ｋｇの砂袋を３０度の
角度から自由落下させて扉に衝突させる試験を実施した結果、金具類の破損や扉の脱落はなか
った。○取扱説明書には、「扉は、乱暴に扱うと脱落する恐れがある。」、「レールにゴミや
ほこりがたまると引戸の走行に支障が生じる可能性があるので、掃除機などでこまめに掃除す
る。」旨、記載されている。●事故発生時の詳細な状況が不明のため事故原因の特定には至ら
なかったが、当該製品は、アルミニウム製の敷居レールと木製の敷居が損傷していたことから
、扉の下戸車が敷居レールから脱輪したまま継続使用されたことで扉が外れて倒れたものと考
えられ、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/04/05)

( 重傷 )



　製品区分：　04.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0030

 A202300238

 2023/06/04

 (事故発生地)

愛知県

 2023-0500

脚立（はしご兼用、ア
ルミニウム合金製）

　当該製品を脚立状態で使用中、転倒し
、右肩を負傷した。

　調査の結果、○使用者は当該製品を脚立状態にして使用中、支柱が曲がり落下したとのこと
であった。○事故発生時の使用状況及び設置した場所の詳細は不明であった。○当該製品は、
片側昇降面の右支柱が最下段踏ざん部分で内側に折れ曲がっていた。○同じ片側昇降面の左支
柱も最下段踏ざん部分で内側に僅かに曲がっていた。○同じ片側昇降面から見て左側面には、
変形や打痕が認められた。○当該製品の最下段踏ざん部分の折れ曲がった支柱に寸法及び強度
に異常は認められず、その他の支柱の寸法及び強度についても異常は認められなかった。○当
該製品は、ＳＧ基準（ＣＰＳＡ　００１５「住宅用金属製脚立」）に適合している。●事故発
生時の詳細な状況が不明のため事故原因の特定には至らなかったが、当該製品は、支柱の寸法
及び強度に異常は認められないことから、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/06/22)

( 重傷 )



　製品区分：　05.乗物・乗物用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0031

 A202100439

 2020/11/09

 (事故発生地)

茨城県

 2021-1104

自転車 　当該製品で上り坂を走行中、右ペダル
の軸が折れて、転倒し、負傷した。

　調査の結果、　○使用者が、当該製品に乗車して上り坂を走行中、突然右ペダルが破断し、
バランスを崩してハンドルを左に切ったところ街路樹に衝突して転倒した。○右ペダルは右ク
ランクのペダル締結部付近で破断しており、破断面には疲労破壊特有のビーチマークが認めら
れたが、材料の不備や巣等の加工による不具合は認められず、右ペダル軸の硬度は基準値以上
であった。○ハンドル、チェーンケース、ペダル等に多数の擦過痕及び打痕が認められた。○
当該製品は、購入年度を含め１年ごとに自転車安全整備士による点検及び整備を計４回受けて
いた。○右ペダル軸のフランジ部表面が全周に渡って摩耗しており、右クランクのペダル締結
部表面に深い締付痕が認められた。○当該型式品の組立説明書には、「ペダルの締付トルクは
３５～４０Ｎ・ｍ」、「ペダルをクランクに締め付けた際にバリが発生することがある。バリ
を工具で取り除く。」旨、記載されていた。●事故発生時の詳細な状況が不明のため事故原因
の特定には至らなかったが、当該製品のペダル軸の材料及び硬度に異常は認められず、外的要
因により右ペダル軸に亀裂が発生し、走行による繰り返し荷重により亀裂が進展し、破断した
ことでバランスを崩して転倒したものと考えられ、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2021/09/13)

( 重傷 )

 A202200641

 2020/02/16

 (事故発生地)

福岡県

 2022-1880

自転車 　当該製品で走行中、転倒し、右肘を負
傷した。

　調査の結果、○使用者は、当該製品に乗車中、車両と接触しそうになったため急ブレーキを
かけたところ、突然右側に転倒した。○当該製品は、ステンレス製リムの破損が原因で走行時
にバランスを崩すおそれがあるとして、２０２２年１０月１１日からリコ－ルされている対象
型式であったが、リムに割れ等の異常は認められなかった。○当該製品各部に軽微な変形や損
傷が認められたが、走行に影響を及ぼすほどの変形や損傷は認められなかった。○前輪及び後
輪のタイヤには滑り止めの溝が残っており、クラック等の異常は認められなかった。○ブレー
キレバーの調整に異常は認められず、前輪ブレーキシューとリムとの干渉はなく、後輪ブレー
キの組付け及びワイヤーの取り回しに異常は認められなかった。○当該製品にて実走行試験を
実施し、加速、減速、スラローム走行等による検証を行ったところ、転倒するような異常は認
められなかった。●事故発生時の詳細な状況が不明のため事故原因の特定には至らなかったが
、当該製品に転倒につながる異常は認められないことから、製品に起因しない事故と推定され
る。

(受付:2022/11/22)

( 重傷 )

 A202200830

 2023/01/05

 (事故発生地)

香川県

 2022-2217

キックスケーター 　子供（１１歳）が当該製品を使用中、
転倒し、負傷した。

　調査の結果、　○平たんな道路にて使用者が当該製品を使用していたところ、ハンドルを取
られて前のめりに転倒したとの申出内容であった。○使用者は事故発生の５か月前からハンド
ルが利きにくい状況であることを認識していたが、保護者はねじの緩み具合等の点検をせず、
使用者は事故発生時まで使用継続していた。○当該製品はハンドル側のパイプと前輪側のパイ
プをボトムクランプを用いて連結させる構造であり、ボトムクランプを固定する２本の六角穴
付きねじが緩んでいたため、ハンドル操作と前輪の旋回が連動していない状態であった。○そ
の他の部品に損傷、緩み、欠落等の異常は認められなかった。○取扱説明書に従って組み付け
た状態の同等品を使用し、走行動作を確認した結果、ハンドル操作、ブレーキ操作、部品の緩
み等の異常は認められなかった。●当該製品は、使用者がハンドルが利きにくい状態であるこ
とを認識していたにも関わらず、ハンドル側のパイプと前輪側のパイプを連結するボトムクラ
ンプの固定用六角穴付きねじが緩んでいた状態で使用していたため、ハンドルで前輪を制御す
ることができず、バランスを崩して転倒したものと推定される。　なお、取扱説明書には、「
使用前に必ずすべての部品をチェックし、きちんと固定されているか確認する。特に、ハンド
ルバーのロック、車輪、各ねじの緩みのチェックを必ず行う。」旨、記載されている。

(受付:2023/01/17)

( 重傷 )



　製品区分：　05.乗物・乗物用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0032

 A202200993

 2019/06/14

 (事故発生地)

熊本県

 2022-2520

自転車 　当該製品で走行中、バランスを崩し、
転倒、頭部を負傷した。

　調査の結果、○使用者は、当該製品で走行中にふらついてバランスを崩して左側に転倒した
。○当該製品は、ステンレス製リムの破損が原因で走行時にバランスを崩すおそれがあるとし
て、２０２２年１０月１１日からリコ－ルされている対象型式であったが、前後のリムに割れ
等の異常は認められなかった。○実走試験を行ったところ、異常は認められなかった。○事故
が発生してからそのまま３年以上継続使用されていた。●事故発生時の詳細な状況が不明のた
め事故原因の特定には至らなかったが、当該製品に転倒に至る異常は認められないことから、
製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/02/28)

( 重傷 )

 A202201021

 2023/02/06

 (事故発生地)

大阪府

 2022-2566

自転車 　当該製品で走行中、破損した前かごを
支えるステーが前輪に巻き込まれ、転倒
し、歯を負傷した。

　調査の結果、　○当該製品は、前かごを支える左右のステーが前ハブの軸固定部で破断して
いた。○右側のステーは大きく変形しており、前輪ハブの右側のスポーク１本が屈曲している
ことから、ステーが前輪に巻き込まれたものと推定された。○前どろよけの先端部に多数の接
触痕が認められたことから、当該製品は事故発生以前から前かごの底面と前どろよけの先端部
が接触していた可能性があると考えられた。○前ハブに破断したステーとの摺動痕が認められ
、ステーが破断した後も、前ホークと前ハブとの間に破断したステーを差し込んで継続使用さ
れていたと推定された。○使用者は、前かごへ教科書の入った鞄を載せ、部活動の用品を積ん
でいたことから、前かごの積載重量が上限の３ｋｇを超えていた可能性があると考えられた。
○使用者は、事故発生以前からステーが破断していることを認識していたが、継続使用してい
た。●使用者は、当該製品の前かごを支えるステーが破断していることを認識していながら継
続使用したことで、破断していたステーが前輪に巻き込まれ転倒に至ったものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「前かごに荷物を載せる場合は３ｋｇ以下にする。積載重量は必ず
守る。」、「自転車に変形や折損が見つかった場合は、速やかに販売店に相談する。」旨、記
載されている。

(受付:2023/03/08)

( 重傷 )

 A202300035

 2023/03/18

 (事故発生地)

東京都

 2023-0123

電動アシスト自転車 　当該製品で走行中、転倒し、右肩を負
傷した。

　調査の結果、　○使用者は、当該製品に乗車して時速９ｋｍで走行中、ぬれたタイル路面上
でブレーキをかけたところ、前タイヤが滑って転倒した。○当該製品に取り付けられていたオ
プション品の前バスケット、前キャリア及びスマホホルダーの取付状態に異常は認められなか
った。○当該製品のタイヤのゴムは、天然ゴムと合成ゴムを混合した一般的な素材であり、前
タイヤの溝深さを確認したところ、同等品（新品）の前タイヤと同程度であったことから、摩
耗していないと考えられた。○ＢＡＡ規格に基づき、当該製品の制動性能を評価したところ、
制動距離は５．５ｍで規格値（６．０ｍ以下）を満たしていた。○被験者が当該製品に乗車し
、いずれも湿潤状態にしたアスファルト及び鉄板上を時速９ｋｍで走行中に前ブレーキを掛け
たところ、アスファルトでは問題なかったが、鉄板上では前タイヤがスリップした。●当該製
品に異常は認められないことから、使用者が当該製品で走行中、ぬれたタイル路面でブレーキ
をかけたため、前タイヤが滑り、バランスを崩して転倒したものと推定される。　なお、取扱
説明書には、「ぬれた路面やタイルなど滑りやすい所では乗らない。」旨、記載されている。

(受付:2023/04/14)

( 重傷 )



　製品区分：　05.乗物・乗物用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0033

 A202300036

 2023/04/10

 (事故発生地)

京都府

 2023-0128

電動車いす（ハンドル
形）

　使用者（８０歳代）が当該製品を使用
中、踏切内で列車にはねられ死亡した。

　調査の結果、　○使用者は、当該製品に乗車して単独で踏切を横断中、使用者から見て右側
から走行してきた列車にはねられ、死亡した。○事故発生場所の踏切には警報器と遮断機が設
置されておらず、使用者から見て右手側に高い盛土があるため見通しが悪かった。○当該製品
は、著しく損傷しており、操作ボックスが破損しているため電源が入らず、機能確認を行うこ
とができなかった。○販売店は、使用者及び使用者家族立会いで当該製品の納入時に安全運転
指導を実施しており、終了時の実施確認書については確認できなかった。○同等品に乗車し、
最高速度（時速６ｋｍ）で急停止したところ７０ｃｍ～９０ｃｍの範囲内で停止し、同じ速度
で急旋回したところ車体は傾かず安全に走行した。○同等品に乗車し、最高速度（時速６ｋｍ
）で勾配９度の坂を上ったところ、車体が後ろに傾くことはなく、同じ速度で下ったところ、
手動ブレーキをかけなくても時速６ｋｍを超えることはなく、安全に走行できた。○当該型式
品は、ＪＩＳ　Ｔ　９２０８：２０１６「ハンドル形電動車椅子」のＪＩＳ認証を受けている
。○本体表示には、「踏切の横断はできるだけ避ける。」、「やむを得ず踏切を渡る場合は、
介助者に同行してもらう」旨、記載されている。●事故発生時の詳細な状況が不明のため事故
原因の特定には至らなかったが、事故発生場所の踏切に遮断機や警報器がなく、列車の来た方
向には盛土があって見通せないため、使用者が列車の接近に気づかず踏切内へ入ったものと考
えられ、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/04/17)

( 死亡 )

 A202300101

 2022/09/03

 (事故発生地)

東京都

 2023-0251

電動アシスト自転車 　当該製品で走行中、転倒し、左肩を負
傷した。

　調査の結果、○当該製品に乗車し、下り坂を走行中、突然転倒したとの申出内容であった。
○当該製品は、ステンレス製リムの破損が原因で走行時にバランスを崩すおそれがあるとして
、２０２２年１０月１１日からリコ－ルされているリコール対象型式であり、当該製品に使用
されたリムにはさびが認められたが、亀裂は認められなかった。○当該製品はサークルロック
を施錠、開錠するとハンドルロックが連動して施錠、開錠される機構を搭載しており、
２０１９年６月２４日からリコールされているリコール対象外型式（第６世代）であったが、
ハンドルロックのケースに破損は認められなかった。○前輪のスポークと前泥よけステーは変
形しており、異物を巻き込んだ痕跡が認められた。○当該製品を用いて一般道の実走行を行っ
たところ、転倒する現象は確認されなかった。●事故発生時の詳細な状況が不明のため事故原
因の特定には至らなかったが、当該製品は、前輪のスポークと前泥よけステーに異物の挟み込
みにより前輪に急制動が掛かり転倒したものと考えられ、製品に起因しない事故と推定される
。

(受付:2023/05/11)

( 重傷 )

 A202300123

 2023/04/20

 (事故発生地)

京都府

 2023-0274

電動車いす（ハンドル
形）

　使用者（８０歳代）が当該製品を使用
中、当該製品ごと道に転倒した。

　調査の結果、　○使用者は、当該製品に乗車して道幅約４ｍの舗装されている一般道下り坂
を走行中、道路の横にある縁石を乗り越えて斜面から転落した。○当該製品は、擦れ傷があっ
たが大きな破損等は認められず、制御装置、駆動装置、電気装置及び走行装置に異常はなく、
電源スイッチが入り、走行できる状態であった。○事故発生場所には縁石上部に擦れ傷が認め
られ、当該製品下部の擦れ傷の位置と一致していた。○販売店は、使用者及び使用者家族立会
いで当該製品の納入時に安全運転指導を実施していた。○同等品に乗車し、最高速度（時速６
ｋｍ）で急停止したところ７０ｃｍ～９０ｃｍの範囲内で停止し、同じ速度で急旋回したとこ
ろ車体は傾かず安全に走行した。○同等品に乗車し、最高速度（時速６ｋｍ）で勾配９度の坂
を上ったところ、車体が後ろに傾くことはなく、同じ速度で下ったところ、手動ブレーキをか
けなくても時速６ｋｍを超えることはなく、安全に走行できた。○当該型式品は、ＪＩＳ　Ｔ
　９２０８：２０１６「ハンドル形電動車椅子」のＪＩＳ認証を受けている。●事故発生時の
詳細な状況が不明のため事故原因の特定には至らなかったが、当該製品に異常は認められず、
使用者が道路の横にある縁石を乗り越えて傾斜斜面から転落したものと考えられ、製品に起因
しない事故と推定される。

(受付:2023/05/15)

( 死亡 )



　製品区分：　05.乗物・乗物用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0034

 A202300215

 2018/05/14

 (事故発生地)

神奈川県

 2023-0440

電動アシスト自転車 　当該製品で走行中、ハンドルを切った
ところ、バランスを崩し、転倒、左手を
負傷した。

　調査の結果、○使用者によれば、長い下り坂を走行中、障害物を避けるためにハンドルを右
に切ったところ、引っかかった感じになり、左側に転倒したとの申出内容であった。○ハンド
ルのヘッド機構を分解したところ、グリスは充填され、剛球、ボールレースに異常は認められ
ず、ハンドルの緩み及び動きにガタはなく、回転は円滑であった。○前後輪に損傷や変形はな
く、異物の巻き込みの痕跡も認められなかった。○ドライブユニットを確認したところ、異常
履歴はなく、動作に異常は認められなかった。●事故発生時の詳細な状況が不明のため事故原
因の特定には至らなかったが、当該製品に転倒に至る異常は認められないことから、製品に起
因しない事故と推定される。

(受付:2023/06/14)

( 重傷 )

 A202300230

 2015/04/21

 (事故発生地)

愛知県

 2023-0481

電動アシスト自転車 　当該製品で走行中転倒し、右手を負傷
した。

　調査の結果、○使用者が、前かごに荷物を載せていない状態で当該製品に乗車して発進した
ところ、ハンドルが急に回転して転倒した。○当該製品の外観に変形等の異常はなく、ハンド
ル操作は円滑で、ヘッド機構にがたつきは認められず、ハンドルステムは十分に固定されてい
た。○前輪の回転に異常はなく、前輪に異物を巻き込んだ痕跡は認められなかった。○電動ア
シスト機構のスピードセンサー及びドライブユニットに異常は認められなかった。●事故発生
時の詳細な状況が不明のため事故原因の特定には至らなかったが、当該製品のハンドル操作等
に異常は認められないことから、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/06/20)

( 重傷 )

 A202300311

 2023/07/04

 (事故発生地)

東京都

 2023-0600

電動アシスト自転車 　当該製品のバッテリーを充電中、異音
がしたため確認すると、当該製品のバッ
テリー及び周辺を焼損する火災が発生し
ていた。

　調査の結果、○当該製品のバッテリーの充電に不具合が生じていたため、使用者は事業者か
ら代替のバッテリー及びＡＣアダプターを入手していたが、事故発生時は不具合が生じていた
当該製品付属のバッテリーに他社製ＡＣアダプターを接続して充電していた。○当該製品のバ
ッテリーの樹脂製外郭は著しく焼損しており、原形をとどめていなかった。○リチウムイオン
電池セル７個のうち、確認できた電池セル６個はいずれも著しく焼損し、内部の負極銅箔に穴
空きが認められた。○内部配線及び制御基板に出火の痕跡は認められなかった。○当該製品付
属のＡＣアダプターの出力電圧２９．４Ｖに対し、事故発生時に使用されていた他社製ＡＣア
ダプターの出力電圧は４２Ｖであり、付属品よりも高い値であった。●当該製品は、不具合の
生じていたバッテリーに出力電圧の高い他社製ＡＣアダプターを接続して充電したため、バッ
テリー内部のリチウムイオン電池セルが異常発熱し、出火したものと推定される。　なお、取
扱説明書及びバッテリーの本体表示には、「バッテリーの充電をする場合は専用のＡＣアダプ
ターで充電する。他社製ＡＣアダプターを使用すると出火のおそれがある。」旨、記載されて
いる。

(受付:2023/07/12)

( 火災 )



　製品区分：　06.身のまわり品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0035

 A202100866

 2021/11/13

 (事故発生地)

東京都

 2021-2863

ライター（使い切り型
）

　当該製品を点火したところ、額に火傷
を負った。

　調査の結果、　○台所の換気扇の下でたばこに火をつけるために、当該製品を使用したとこ
ろ、目の前に炎が広がり髪の毛から燃えていき、頭部の近くまで炎が到達し、額部分の半分以
上に火傷を負った。○当該製品は、非調整式のフリント式ライターで使用感はあるが、外観上
目立った異常は認められなかった。○当該製品及び同等品は、ＪＩＳ　Ｓ　４８０１：
２０１８「たばこライター―安全仕様」４．２　火炎の高さ、４．４　スピッティング及びフ
レアリングの規定値を満たしていた。○当該製品の火口付近をマイクロスコープで確認したと
ころ、火口付近にすす、ほこり及び溶融等の異常は認められなかった。○同等品を用いて、レ
ンジフードの直下で着火したが、無風下と炎の高さに違いが認められなかった。○本体表示に
は、「顔及び衣類から離してライターを点火し、消火を確認する。」旨、記載されている。●
事故発生時の詳細な状況が不明のため事故原因の特定には至らなかったが、当該製品に異常は
認められないことから、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2022/02/09)

( 重傷 )

 A202100885

 2021/12/22

 (事故発生地)

東京都

 2021-2900

ライター（使い切り型
）

　当該製品を点火したところ、火傷を負
った。

　調査の結果、　○使用者は台所にて当該製品をたばこの着火のため初めて使用したところ、
炎が髪の毛に着火し、額及び左耳を火傷した。○当該製品は、外観上異常は認められず、ラベ
ルにも汚れやはく離、傷等は認められなかった。○当該製品の火口付近をマイクロスコープで
確認したところ、火口付近にすす、ほこり、溶融等の異常は認められなかった。○当該製品及
び同等品は、ＪＩＳ　Ｓ　４８０１：２０１８「たばこライター―安全仕様」４．２火炎の高
さ、４．４スピッティング及びフレアリングの規定値を満たしていた。○本体表示には、「顔
及び衣類から離してライターを点火し、消火を確認する。」旨、記載されている。●事故発生
時の詳細な状況が不明のため事故原因の特定には至らなかったが、当該製品に異常は認められ
ないことから、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2022/02/17)

( 重傷 )

 A202201004

 2020/01/13

 (事故発生地)

大阪府

 2022-2539

靴（ゴルフ用） 　当該製品を履いて歩行中、滑って転倒
し、右足を負傷した。

　調査の結果、　○使用者は、通信販売で購入した当該製品を履いて、ゴルフ場のアスファル
ト舗装されたカート路面を歩行中に左足のかかとが滑って転倒した。○使用者は、過去にも当
該製品を履いて歩行中に４回転倒したことがあるとのことであった。○当該製品は、ゴルフ場
の芝生や砂場で足を滑りにくくするために履く靴で、靴底に樹脂製スパイクが取り付けられて
おり、耐滑性はスパイクの摩耗度合い及び歩行形態や足の形状等の身体的特徴にも影響される
。○当該製品は使用者から提供されなかったため、確認できなかった。○同等品を確認した結
果、靴底に取り付けられた樹脂製スパイクが芝生や砂場に食い込むことで滑り止め効果を発揮
すると考えられた。○ＪＩＳ　Ｔ８１０７及びＩＳＯ　１３２８７の耐滑試験を参考に、乾い
たタイル路面上で同等品、類似品（３種類）及びウォーキングシューズ（３種類）の動摩擦係
数（滑りやすさ）を測定した結果、同等品は類似品と同レベルの滑りやすさであったが、ウォ
ーキングシューズに比べれば大幅に滑りやすいと考えられた。○同等品、現行品及び類似品（
３種類）を用いて、下り勾配９度のアスファルト路面でつま先を浮かし、かかとの接地面積を
確認した結果、いずれも接地面積が少なかったことから、製品の特性上、硬い路面では滑りや
すいと考えられた。○取扱説明書には、「硬い路面を歩くときは滑りやすいので注意する。」
、「摩耗したスパイクは滑りやすくなるため危険なので、早めに取り替える。」旨、記載され
ている。●事故発生時の詳細な状況が不明のため事故原因の特定には至らなかったが、同等品
の滑りやすさが類似品と同レベルであり、製品の特性上、路面が硬いとウォーキングシューズ
に比べて滑りやすいことから、使用者がアスファルト路面を歩行した際に滑って転倒したもの
と考えられ、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/03/03)

( 重傷 )



　製品区分：　06.身のまわり品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0036

 A202300009

 2023/02/27

 (事故発生地)

愛媛県

 2023-0050

ライター（使い切り型
）

　当該製品を使用中、火傷を負った。 　調査の結果、　○使用者は当該製品を点火した際、炎が通常の３倍程度の大きさとなり、口
にくわえていたたばこには着火せずに髪の毛に燃え移ったとの申出内容であった。○外観に破
損、変形等の異常は認められなかった。○Ｘ線透視での観察において、部品の欠損、組付不良
、変形等の異常は認められなかった。○当該製品及び同等品１２本を用いて、ライターガス引
火及び繰り返し点火試験並びにＪＩＳ　Ｓ　４８０１「たばこライター－安全仕様」に基づく
火炎の高さの測定、スピッティング及びフレアリグ試験を行った結果、不適合は認められなか
った。○当該製品の警告シールには、「顔、衣類から離して点火をする」旨、記載されている
。●事故発生時の詳細な状況が不明のため事故原因の特定には至らなかったが、当該製品に異
常は認められないことから、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/04/05)

( 重傷 )

 A202300429

 2023/07/20

 (事故発生地)

静岡県

 2023-0799

バッテリー（リチウム
イオン、草刈機用）

　事務所で当該製品を充電器で充電中、
当該製品及び周辺を焼損する火災が発生
した。（A202300428と同一事故）

　調査の結果、○当該製品は、事故発生４日前から専用充電器に接続しており、充電器に接続
された状態で焼損していた。○内蔵のリチウムイオン電池セルは著しく焼損しており、缶体が
開裂し内部電極体が噴出する等していた。○充放電制御基板は、充電器に接続された状態で焼
損していたが、局所的な焼損等の出火の痕跡は認められなかった。○事故発生時に使用してい
た充電器は、基板の平滑用電解コンデンサーに静電容量の低下が認められ、出力制御用トラン
ジスターが短絡故障して異常発熱した痕跡が認められた。○当該専用充電器は、基板部品の不
具合により、充電中のバッテリーが発火するため、無償交換を行うリコールを実施している。
●当該製品は、接続していた充電器に不具合があったため、過電圧が入力されて制御用トラン
ジスターが短絡故障し、過充電保護機能が働かずに充電が継続し、過充電状態になった内蔵の
リチウムイオン電池セルが異常発熱して出火に至ったものと考えられ、製品に起因しない事故
と推定される。

(受付:2023/08/18)

( 火災 )



　製品区分：　08.レジャー用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0037

 A202300575

 2023/08/20

 (事故発生地)

東京都

 2023-1041

卓球台 　公共施設で当該製品を移動させたとこ
ろ、当該製品が倒れ、右足指を負傷した
。

　調査の結果、○展開状態にあった当該製品を移動しようと、使用者が一人で片方の天板を手
前に動かしたところ、本体の片方が倒れて使用者の右足に当たった。○当該製品の使用時に天
板が閉じないようにするためのストッパーをしていなかったとの申出内容であった。○当該製
品は天板が２枚に分離するセパレート式の卓球台で、使用する際は片方ずつ垂直に閉じている
天板を水平に展開し、２枚の天板同士を付き合わせる仕組みであった。○天板裏の「使用する
際にストッパーを掛ける。」と記載された表示シールははがれていたが、公共施設が「展開す
る際にはストッパーを外し、展開後はストッパーを差し込む。」旨、使用方法を表示シール近
傍に掲示していた。●当該製品を使用する際に天板の固定をするストッパーをせずに一人で本
体を動かしたことで脚が畳まれ、本体が倒れたものと推定される。　なお、取扱説明書及び本
体表示には、「移動及び収納する際は、大人２名で作業する。」旨、記載されており、公共施
設も「ストッパーを掛ける。」旨、本体に掲示していた。

(受付:2023/09/29)

( 重傷 )



　製品区分：　010.繊維製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

 

No. 0038

 A202201017

 2023/01/01

 (事故発生地)

石川県

 2022-2563

衣類（靴下） 　当該製品を履いて段差を降りたところ
、転倒し、足を負傷した。

　調査の結果、　○事故発生時、使用者は畳の小上がりで当該製品を着用し、フローリングに
降りた際に転倒した。○当該製品は、事故発生前日に購入され、事故発生日に初めて着用され
た。○当該製品に繊維のほつれ等の損傷及びワックス等の異物の付着は認められなかった。○
ＪＩＳ　Ｔ　８１０６「安全靴・作業靴の耐滑試験方法」を準用し、乾燥したフローリング上
における当該製品、同等品及び類似品の動摩擦係数を測定した結果、差異は認められなかった
。●事故発生時の詳細な状況が不明のため事故原因の特定には至らなかったが、当該製品に異
常は認められないことから、製品に起因しない事故と推定される。

(受付:2023/03/06)

( 重傷 )


